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〔I] 秋田県衛生科学研究所の機構

秋田県衛生科学研究所の由来ならびに機構につ

いては毎年当衛生所報に報告して来たとおり 1課

関係は公害科を独立させて将来の公害センク-<D

設置に備え，他の業務ば環境衛生科とするか，ぁ

るいは現在の理化学検査科（注：理化学検査は他

科においても日常行われていることで，特に名称

を賦すことは当を得ていたい）と合併して生活科

学科とした方が形もよく，また業務内容も自ら理

解されるというものである。成人病科には必要欠・

くぺからざる医師が補充されず，予算も切りつめ

られ，然かもスモンq安学などの調査や研究など

も認められないとすれば涸落の一途を辿るより他

なく，現在県立の脳血管研究所などは整備された

筈であるから，むしろその方へ合併した方が得策

（総務課）と 6科（細菌病理，理化学検査，成人

病，食品栄養i母子衛生，環境衛生）とから成つ

ていることは現在も変わりなく，その業務内容も

(N〕に挙げたとおりである。しかし世の中の諸事

情の変遷とともに業務内容のうちでも，その何に：

重点を置くぺきかは止むを得ないことであり，ま

た重要なことであろうと思われる。現に環境衛生

科では公害関係の試験検査調査が業務の大半を占

めるようになつたし，細茜病理科ではウイルス関

係に力を頒ち，理化学検査科では公害以外の環境

： 衛生業務の大半を受け持つようになつた。 のように思えるということである。

I 
l 

従つて所内では機構の改革が論ぜられるように いずれにしても衛研の使命は県民の健康を守り，

なったことは当然である。その試案なるものを二， 疫病を未然に防ぐことであるから，予測に対する

三示すと次のようである。すなわち細茜病理科に 対策も充分考慮すぺきではなかろうか。

おいては，ウィルスを独立した科とすべきか，そ

れともウイルスと細菌を含めて微生物科とすべき

かということである。また環境衛生科のうち公害

〔Il）現職員並びに業務分担表

現職員並びに業務分担表
（昭和44年 12月31日現在）

課科別 職 名 氏 •名 当所発令 業 務 内 容

昭和

所 長 児玉栄一郎 • 2,9. 6.2 5, 

総 務 課 課 長 花岡泰順 4 2. 5. 1 
，， 

主 事 梅沢信之助 40. 4. 1 庶務一般
JI 

’ 伊沢国子 43. 4. 1 物品取扱員．オ入事務

“ ’ 佐藤ア イ 41. 4. 1 現金取扱員，諸統計，庶務，才入事務

” ポイラ技師 佐藤恒明 3 9.11. 1 機械室，電気室，ポン痙等の技術匠関

すること
ヽ 庁・務員 山田運治郎 36.11. 1 文書送達，雑務

’ ” 伊藤秋悦 36. 8.28 動物飼育，雑務

細菌病理科 科 長 欠
II 技 師 小林運蔵 41. 4. 1 日本脳炎庵行予測調査抗酸性菌検査．ホツI 

リヌス研究

＂ ” 庄 司 キ ク 19.10. 1 梅毒血清反応検査梅毒螢光抗体法研究

” 
n 茂 木 武 雄 23. 5.20 腸内細菌及び—舟姓囲茜検査

II 

＂ 金 鉄三郎 3 9. 4. 1 食中毒検査，実験動物管理

“ ’ 坂本昭男 21.10. 1 ウイルス試験，電子顕微鏡管理
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理化学検査科

’ 
’ 
’ 

成人病科

’ 
母子衛生科

’ 
It. 

了・

， 

食品栄養科

ヽ ＇ 
環境衛生科

’ 
’ 
I 

（ウイルス）

（衛生動物）

歳

科 目

使用料及手数料
諸 収 入

ムロ 計

科 長 斉藤 ミ キ 21. 2.28 
技 師 今野 宏 39. 7. 1 食品試験，残留農薬試験

，， 高 山和子 25. 7.10 水質検査

’ 勝又貞一 42. 6.16 温泉分析，薬品試験，放射能測定調査

科 長 欠

‘技 師 船木章悦 39. '1. 1 高血圧者の臨床検査，集団検診

科 長 伊藤玲子 39. 4. 1 
技 師 田沼 慶 44. 7. 1. 児童精神衛生に関する事項

，， 金 野直子 3 9. 7. 1 母子衛生に関する調査

’ 菅 生 倫 子 43.10. 1 先天性代謝異常児調査

科 長 菊地亮也 41. 4. 1 
技 師 穴戸 勇 32. 4.10 食品栄養試験並調査

科 長 三 浦栄一 44. 4. 1 
技 師 芳賀義昭 39. 6.20 大気汚染，悪臭，農薬の被害調査

’ 船木忠一 3 9. 8.20 公害及環境衛生の員験
II 中尾国太郎 44. 8. 1 大気汚染，騒音に関する調査

兼 務 須藤恒久 40. 8.20 （本務県立中央病院微生物検査科長）
、＇ヽ

非常勤嘱託 園部寿昭 39. 4. 1 （本務秋田経済大学助教授）

（以上合計30名）

〔川 1 昭和 44年度予算決算額調

昭和 4 4年度予算決算額調

入 歳 出

決算額 科 目 内 訳 予算額 決 算

875,80円0 I 総務費
円

（凶 339,956 予算額と同額
999,831（企画総務鉛 旅 費 19,974 

需 用 費 147.16 6 

使役用料及務び賃借: 費
2,996 

19,920 
備品購入 149,900 

衛 傷 費 (Bl 12,567,848 
公衆 生 ； 12,567,848 
予防 56 2.8 42 

目 金 59,850 
用 費 399,992 

役 務 費 48,000 
使用料及び賃借料 5 5.000 

衛生科学研究所費 12,005,006 
報 酬 180,000 

眉 金 320,000 
償 費 10 魯180 

旅 費 1.40 2 64 
需 用 g 6,293,783 役 務 311,967 

覆 託料 3 s 5,oo o 

備用品料及購び賃入借料費 176,922 
2 ・i 73,890 

土木費 醤 10,614 
河川総務費 用 費 110,614 

1,875,631 ムロ 計 (A+B+C) 13,018,418 

額



-3-

〔IV］ 業 務 内 容

秋田県衛生科学研究所における業務については

(I)の項でのぺたところあるが， 1課紆斗の業

務内容は次のとおりである。レかし業務の振り分

け，その他については機構の改革が望まれる。

(:0 総務課の業務内容

1 職員．その他及び公印の管守に関すること。

2 人事，予算に関すること。

8 秋田県衛生科学研究所の運営，事業の企画

ならびに業務の連絡調整に関すること。

4 文書の収受および発送手続ならびに保管に

•関すること。

、5 物品の購入及び修繕等の手続きに関するこ

と。

6 検体の受付並びに手数料の取扱い，および

整理に関すること。

7 諸統計の調査報告に関すること。

8 庁舎の維持管理および防災に関すること。

9 その他各科の業務に属しない事項等。

(2) 細菌病理科の業務内容

1 法定伝染病，届出伝染病およびその他の各

種伝染病の細菌学的試験検査および研究に関

することo

2 細苗性食中毒の起因に関する細菌学的検査

並びに研究に関すること o

3 結核茜，その他の抗酸性菌の試験検査及び

研究に関すること。

4 井戸水，水道水，河川水，その他の水，氷

菓子，雪などの細＇菌学的検査に関すること。

5 墳食品，乳製品，清涼飲料水等の細菌学

的検査に関す4こと。

6 梅毒血清，ワイル・フエリックス反応，寒

冷疑集反応，その他の血清反応並びに螢光顕

微鏡的検査，血液型の試験検査研究に関する

こと。

7 ウイルス，リケッチア，フアージ等の試験

検査および電子顕微鏡による試験検査に関す

ること。

8 寄生虫，原虫の試験検査に関すること。

9 培地作製に関すること。

10 実験用動物の飼育管理に関すること。

11 地方病（ポツリヌス菌中毒•肝吸虫症，っ

戎：虫病，野兎病）〇細菌学杓，生物学的検

査研究に関すること•O

12 伝染病の流行予測に関する調査研究。

(8) 理化学検査科の業務内容

1 医薬品，化粧品，麻薬，覚せい剤，毒物，

劇薬等の理化学的，または薬理学的試験検査

に関すること。

2 医療資材，衛生用品等の試験検査に関する

こと。

8薬物中毒の理化学的検査研究に関ナることo

4 食中毒の理化学的，薬理学杓試験検査並び

に研究に関すること。

5 食品添加物，器具および容器包装の理化学

的試験検査に関すること。

6 農薬および農薬中毒の理化学検査に関する

こと。

7 温泉水の理化学的分析並びに調査に関する

こと。

（心成人病科の業務内容

1 成人病，特に脳卒中，高血圧症，動脈硬化．

症，変性々心疾患等の疫学的調査並びにその

成因，予防を目標とした調査研究に関するこ

と。

2 糖尿病•腎疾患等の疫学的調査並びに予防

に関すること。

3 いわゆるスモンに関する調査研究

4 成人病と関連のある環境（気候，風土仕セ

活様式，文化など）の調査研究に関すること。

5 成人病と関連のある統計的調査。

(5) 母子衛生科の業務内容

A 不幸な子供がうまれない施策に関する調査。

1 周産期死亡の実態

2 未熟児訪問カードの集計

3 妊娠中毒症の出生時への影響

4 精薄ならびに肢体不自由児の実態調査
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5 フ・エニールケトン尿症の調査

6 ABO式血液型検査と遺伝ど②関係につ

いての野外調査

B 妍産婦の実態調査研究

1 妊産婦の貧血と栄養

2．妍娠中毒症ならびに後遺症の実態

c 乳幼児に関する調査研究

l くる病の実態ならびに予防に関す

る調査研究

2 8オ児検診に対する精神発達の調査

3 乳幼児発育の地域差に関する調査研究

4 アンケート方式によみ母子衛生実態調査

(6) 食品栄養科の業務内容

1'各種食品r各種飲料の栄養価たらびに経時

的変化に関する調査研究

2 食品の保存，殊に越冬食品の保存法に関す

る調査研究

8 食品への添加物，殊に防腐剤，漂白斉熔に

関する調査

4 不可乏または不可欠アミノ酸に関する調査

研究

5 自然毒（動物，植物）に関する調査研究

6 山菜，救荒食品に関する調査研究

(7) 環境衛生科の業務内容

1 水（飲料水，井戸水，水道水，天水，河川

水，浴場水，温泉水，工業用など）の調査

2 大気汚染（降下煤じん，浮遊粉じん，亜硫

酸ガス，硫化水素，一陵化炭素，自動車の排

気ガス）に関する調査

3 悪臭（工場，化製場，畜舎，鶏舎など）に

関する調査研究

4 騒音に関する調査

5 汚物処理（ごみ，屎尿），下水処理に関す

る調査並び忙浄化槽の機能検査

6 住宅，ビル，集会場などの環境衛生（通気，

混度，採光，照明，空気の汚染度，疲労度な

ど）に関する調査ぃ

7 被服の含気，圧縮，通気，輻射熱の吸収お

よび透過度，燃焼，その他の物理化学的抵抗

などに関する試験調査

8 有害衛生動物（そ族，昆虫など）の生態調

査並びに駆除法に関する調査研究

9 農薬被害の調査並びに防除に関する研究

10 放射性降下物による汚染調査並びに防除に

関する研究

〔V1 業 務 実 績

(A) 細菌病理科の業務実績（その 1)

a 伝染病．食中毒及びその他の検査実績

表 1 細菌検査実績 （昭和 44年 1月～12月）

ら I I m N V 

＂ ＂ " K X 瓦 濯 計

ウイダール反応
4 2 1 1 1 2 1 認

チフス 1 2 8 
パラチフス菌 k匹凸） (2) 

赤 痢 菌
1 63 4 68 

ヽ 1 64r 4 閉サルモネラ (2) 

病原大腸菌
1 63 4 68-

プロテウス霞 1 1. 
{l) (1) 

フ：ドウ球菌 ふ ． ， 1 
(1) 
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赤痢茜菌型 ! i ! i 
l. 

（`盃i
13 3 1 24 

(13 (3) (1 (24) 

赤痢菌薬剤耐性
44 64 108 

チフス菌同定 1 1 
(ll C 1) 

赤痢菌 47 鈷 48 44, 48 44 45 位 45 407 

健
サルモネラ 47 44, 48 44 鈷 44 45 42 45 407 

病原大腸苗 47 44 48 鈷 鈷 44 45 船 45 4-07 

康
プロテゥメ恒 47 仙 鈷 44, 

柑 仔 約
位 妬 407 
(2) (4 (12) 

者 プドゥ球菌 47 仙 48 仙 48 仙 45 俎 妬 407 
(2) (2 (1 (1) (l) (1 (8) 

河川水のサルモネラ 20 20 20 20 80 i 
I 

そ の 他
ほJ 6 6 83 6 6 凶 6 6 1(l8 6 407 

計
1公 8 7 319 247 253 晶［ 8妬 227 245 321 閑 餃 T

(2) (4) (5) (3 (4) (4) (51) 

註 1) 

2) 

3) 

各項目欄中，上位の数字は検査件数，括弧内は陽性件数を示す。

チフス，パラチフス菌欄中，（ T-2 ）の Tはチフス菌である。

チフス菌同定欄菌株のフアージ型は次のとおりである。 （国立予研検査）

秋田市手形蛇野 女 6 4才，フアージ型 D6 

以上 茂木技師記

b 

表 2

赤痢菌の型別検査実績

昭和 44年（ 1月～ 12月），衛生科学研究所，保健所

，及び協会に於て分離した赤痢菌猪型成績

こ 衛 秋 能 大 花 本 矢 大 角 横 湯 鷹 五 男
寄霊生蓼虫 ふ｛I 研 田 代 舘 輪 荘 島 曲 舘 手 沢 巣

城
鹿目

Sh.fle炉ri
1 (61 25i j 2 a 

” ” 2 2 ； 
3a (1邸 0)

’ II 2 
4a 2 (12.50) 

Sh.Somei 2 2 5 1 
10 

1 (6認o)
，， 

” (61 25: 2 1 
I, 

計 2 2 7 5 16 

以上 茂木技師記
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c 食中毒の細菌学的検査実績

表 8 食中毒起因菌の検査ふ｀よび依頼検体についての

細菌学的検査実績 （昭和 44年度）

1保健所別 月別 検体別 腸炎．ピ
葡萄球菌

CJ.ウエル
生菌数 大腸菌群 ムロ 計

プリオ シユ菌

糞 便 82 32 32 9 6 

横 手 'l 食 品 1 1 1 8 

飲料水 4 4 8 

舘
糞 便 30 80 

大 7 
食 品 4! 4, 4 12 

能 代
糞 便 3 8 6 

8 
吐 物 1 1 2 

秋 田 8 食 品 3 8 

II 湯
沢

8 7 7 ， 菌 株
3 3 

！横 手 ， 
茜 株 1 1 

I 
その他 の 乳酸飲料 25 12 37 

依頼検査 飲料水 1 1 2 
I 計 30 1 7 
i ムロ 85 41 37 210 

以 上金技師記

表 4 腸炎ビプリオおよび C1ウェルジユ菌による

食中毒防止に関する調査実績

検査 別 月 別 Cl,ゥエルンユ菌 腸炎ビプリオ A ロ 計

土 壌 4! 130 130 

5 20 20 40 

6 20 20 40 
下 水 7 20 20 40 

8 20 20 40 

河 川水 ， 20 20 . 40 

1 0 20 20 40 

1 2 20 20 40 

海 水
1 0 40 40 

1 2 24 24 

糞 便 4~1 2 408 408 816 

A Cl 計 678 612 1 2-90 

備 考

実験結果については各部

門毎に研究篇に報告する

以上金技師記



d 秋田市の旭川および太平川の水質汚濁調査に伴う細菌学的検査

旭川
表 5 昭和 44年度秋田市 の水質調査（細茜関係）成績

太平川

に 一般細茜数 ／ l"' 大腸菌群数 竺よL亙1―0-0鵬 大(C腸O菌LI君，T9-E-ST-~) ::a:: /1呵

Nn 5月19 8月8 10月23 1 2回月11平均価 5月19 8月8 1 0月23 12月11 平均価 5月19 明8 1明え14宕 呼均面
1同目 2同目 3回目 4 目 1同目 2回目 8同目 4回目 1同E2回目 3同E

旭川上流
1 330 5,0 80 55 129 700 100 34-0 170 5OO g 多数 7 4 

藤 倉

秋田市街溺地 田 2 950 300 4,000 5OO 1,450 1,700 2,600 11,000 4,9OO 5,000 56 8 滋D 20 

” 多数
通町橋下 3 3,200 800 9,500 8,000 4,100 8&ooo ll,000 22,000 11,000 認．oro 72 ＆幻 0. 

ー・

” s:ooo 如•OOO 多数
三丁目' 4 4,600 2,600 18000 7,100 88,000 7,900 92,000 28.000 280 2a) 1OO 

,, 
5 5,100 8,000 16,000 3,900 7,000 88.ooo 4,900 • 20,000 5塊五丁目 II

17,000 26,000 810 600 200 

II 
6 7,900 10,000 17,000 1,300 9,100 110.000 88,0cP 多数12,200 馬喰町 II 95,000 仰．000 79.ooo 1.300 700 

’ 'l'1,000 心，000 87,000 5,600 22.800 170,000 220,000 卿． OOO 碑．ooo 無数担600川口 I 110,000 坐 510 

雄物川合流地点
8 1,300 2,'iUO 2.ooo 1,800 28,000 1,.4-00 14,000 8,000 多数

新Ill橋下 170 1,300 2'iO 

゜
140 

太平川本上町流 9 9 8,800 1,700 620 1.200 1. 700 8800 7,9OO 1, 700 1,800 3,600 140 1,500 10 37 

’ 
谷内佐渡II 10 2,400 1,700 400 8,800 1,900 18,000 7.ooo 4,6()() 8,800 7,200 280 多数 40 210 

秋田闘嬰乎 ll 8,300 78.ooo 18,000 7,200 25,400 79.ooo 認o.(jX) 330,000 170,oOO 199,0(JJ 鈷〇 多数 5()() 560 川II

平均価→ 4,000 13,200 10,600 2.900 7,500 43.000 55,000 1位， 000 41,000 57,800 8鉛 多数 6烈） 260 
・ ---

注本調査は細菌のみならずその他生物学的．化学的検査等も実施しているが，ここではその分担分のみを記載した。

以上小林技師記

|

7
ー
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e 梅毒血清検査実績

表 6 月別梅毒血清反応検査数（昭和 44年 1月～ 12月）

方；ぶ乱戸巴
I Il m N V w vn: I圃 k X 苅 X1[ 計

ヮッセルマン反応 430 223 202 184 182 179 195 165 217 396 102 139 2pl4 
（緒方法） (22) (24 (24) (19 (12) (10) (21) (16) (22 (20) ’• (11) (16) (217) 

同上定量 2 2 1 4 2 1 2 4, 4, 2 3 1 28 

ガラス板法
429 222 200 183・ 178 176. 100 165 215 367 101 136 2564 
(30) (24 (27) (19 (15) (15) (21) (16) (28) (24) (14) (21) (254) 

T p H A 27 11 7 14! 12 8 13 10 16 10 7 7 142 

註 （ ）内の数字は陽性数

以上庄司技師記

f ポツリヌス食中毒防止対策の予備調査

表 6 土壌中における ClostridiumbOtL1linL1mの調査実績(1969)

応
培菌培養(25℃→日） 動 物 実 験 結
Br叫.nHe arr辛tIがtnh- 果

Si~知to マウス 中和試験 l:x)mliTl111TI. 

gas(+) 迅 s(+) 斃死菌株 A B E ・E型菌

南秋田郡 I 

10. 1 八郎潟町三倉鼻 20 20 5 

゜゚ ゜゜H 

” 琴丘東部承水路
80 30 1 

゜
0. 

゜゜II 
ヽ

大潟村B-8•8 50 50 10 1 

゜゚ ゜
’ D-1 50 50 12 2 

゜゚ ゜
” E-1 50 50 14 10 

゜゚
4、 4 

10. 3 
男鹿市

50 50 
羽立海岸

i2 2 

゜゚ ゜R 

’ 台島海岸
50 50 7 2 

゜゚ ゜，， 

’ 100 100 14 1 

゜゚戸賀海水浴場 ゜10.14 南秋田郡 50 50 7 6 

゜゚天王町塩口 ゜卜ゞ、' 南部開拓
第＝承水路岸

50 50 26 5 

゜゚
3 3 

、一＼ 南秋田郡 50 50 24, 

゜゚天王町残存湖岸
3 

゜゜
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10.17 南秋田郡 50 50 
出戸浜海岸

1 5 

゜゜
0' 

゜
” 

秋田市 50 
追分海岸

50 13 1 

゜゚ ゜’ ’ 雄物川河口
100 100 18 12 

゜゚ ゜10.20 
由禾卿 50 50 
道）II海岸

8 4 

゜゚ ゜
’ 

本荘市 100 
本荘海岸

100 15 2 

゜゚ ゜，， 由利郡 50 
西目町海岸

50 5 

゜゜゚ ゜10.22 ’ 仁賀保平沢海岸
5 0 50 5 

゜゜゚ ゜
’ ” 

象潟海水浴場
50 50 7 

゜゜゚ ゜，， 

’ 4砂川海水浴場
50 50 11 

゜゜゚ ゜
＾ ロ

計
1.100 1,100 28 9 51 

゜゚
7 

I 

7 
I 

注詳細 19 6 6~1969(4ケ年）まとめ研究篇にゆずつた。

以上小林技師記

(A.) 細菌病理科の業務実績（その 2)

昭和 44年度も前年に引き続いて厚生省の流行 8者について協力した訳であるが，衛研において

予測事業のうちジフテリア．日本脳灸．ポリオの 検査した実績は次のとおりである。

a 日本脳炎の流行予測調査

表 1' 日本脳炎流行予測事業

(]) 昭和44年度 (5~10月）屠畜場豚の日脳 HI抗体調査

I、: 検査頭数および H I陽性数＞ 10 

5 月 6 月 7 月 8 月 ， 月 1 0月 計

検査陽 性 検 査 陽 性 検 査 陽 性 検査
陽性

検査
陽性 検査

陽性
検査

陽性1数 数数． 数 数 数 数

秋田市
(6.2~ ( )<3 5'1i) (55伶） 0.L鈷6t!JI！ 

加

゜
80 

゜
100 

゜
80 5 80 28 20 11 8ffi 

横手市
(13畷） 5'1,) (6.51i 

゜ ゜
22 3 1: 

゜
40 2 

゜
75 5 

大舘 市
(20% (50~) (29~ 

゜ ゜
20 

゜
4) 8 40 21 

゜
10) 29 

男鹿市
(40% (90%) (1暉） (8 0~ 

゜ ゜ ゜
10 4, lO ， 15 15 35 28 

計
(2紛 0.1.5,,, (35，，，） (7 4,'1,) (18'1,) 

20 

゜
80 

゜
142 3 143 17 170 び） 35 26 500 106 
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(2) 人の日本脳実HI抗体調査

H I 抗 体 価 1抗体保有者

く10 I 1:1011:2011:4011:so I 1:rno 計 l保有率

：：学畔二徒、•一68| 58 1 8 1 8 1 1 1 2 1 1 1 10 1 ”'弧

以上小林技師記

b ポリホD流行予測調査

表 2 ポリオ流行予測事業実績（厚生省依託事業）

1)感受性調査（中和抗体測定）

調
4倍スクリーニング 6 4倍スクリーニング

調査 地 I 型 II 型 頂 型 I 型 JI 型 m 型
査

人 冒 貫 陽 陽 陽 陽
区 名 伶 佑 性 ¢ 性 伶 性 佑 性 伶

員 数 数 数 数 数 数

森吉町 94 77 81.9 89 94.7 75 '19.8 20 21.9 88 40.4 36 8 8.8 

湯 沢市 98 82 8 3.7 96 97.6 7 8 7 9.6 88 33.7 41 4 1.8 15 15.3 

計 192 159 8 28 185 9 6. 7 153 7 9.7 53 2 7.1 79 4 1.1 51 26.6 

2)感染源調査

こ ： 分

森吉町米内沢 湯 沢 市

・‘’ 陽性数

第-@IS4 4. 9 53 7 

第二回 S4 5.1 42 

゜
計 95 7 

詳細は調査研究の項に記載

同定結果 分離検体数 陽性数 同定結果

CB-3,2, E-14. 2 • 
CB-5. 1, 5 8 4, E-22.1, 
E-17. 3, 未同定．l．
未同定． 1.

42 

゜
95 4, 

CB-3. 2．は①匹ackie,B群 3型2件

E-17, 3，は取H).17型． 3件の意o

以上坂本技師記
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(A) 細菌病理科の業務実績（その 3)
（ウイルス関係）

表 1 月別病原診断受付患者数

月 別 中央病院 集 団 その他病院

I 5 7 6 1 2 
]I ， 2 4 0 1 
m 8 6 
N 7 1 
V 3 3 

＂ 
13 5 

＂［ 
， 1 0 2 

珊 6 a， 
仄 3 1 2 5 
X 4 2 
刃 4 8 
苅 3・ 1 0 1 
計 74 3 5 4 8 7 

b 
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計

9 3 
2 5 0 
1 4 
8 
6 

1 8 
2 1 ， 
2 0 
6 
7 

1 4 
4 6 5 

表 2 疾患群別，検体採取機関別，．検索症例数と病原診断例数

疾 検 体 採 取 機 関
患

（衛主研と又しては集保健団所かぜ群 中央病院 その値医療機関
計

カ 被検数 354 2 1 11 8 8 6 

ゼ ヱ．心平•• • •146 I．紅平...4 I.AaHK• • •• 150 
疾 診断数 I．庄●●●● • •32 184 I .:S. •·•••l 5 I.B- •••••3 3 192 
患 Aa-3•..... 6 

神 被検数
， 1 4 2 3 

経

！ 疾 診断数 Meaal函ヽ••1 1 降細l函•• •• 1 1 
患

I 

虐
1油検数 3 5 5 4 0 

H~四Sl.apl•• ;. 1玩2 
玉 S.虹.か.•諏1 ： 

H,s... •... 13 
性

varh1v．.7．0 ．． 5 杓 18 2 v.z. • • •••• 1 20 疾 診 断数
0（団叫呪）6?• • • • • 1 C. Al6•• •·•6 

患 Cb（暉7f..1沿6 ?• • •· （暉）

謀認谷§ 
被検・数 ， 7 1 6 

診断数 （風疹抗体••2)
調

被検数例 3 5 4 7 4 3 7 4 6 5 

AHIa.＇ A丑...8aHK•・•.. ・ • ・・.. • • ・36146 2 ｛ Ai平•・・・1 IMH呵蕊._BS.s••l•·e6 • ・ ．．． ｛ 
6 心vrMoHI・•. ・叩AB4szAld・・.いn6・ l・ .げ・·.•· • • • • ~ ： f 計

． B• •... •. 
28 

，．． 
184 H'S,•••••• 『 ... 213 

VCoZか・・ ••••• ？・・
6・・・・

6.. 

病原検査は県立中央病院微生物検査科と協同にて実施したものであゐ

**・・・・・・--・H.F. M Hand-FOot&Mouth病
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C 

表 3 病原診断のためのウイ）レス分離検体受付数と分離結果

月 別 糞 便 咽拭 髄液 尿 水泡 めやに 計

I 2 2 1 3 2 28 

JI 1 0 2 1 1 3 

III 4 3 7 

N 2 1 2 5, 

V 4 2 6 

w 4 4 ， 1 7 

w: 2 1 1 3 3 1 0 

WI 8 2 2 4 1 1 

K 6 4 1 4 1 5 

X 1 2 6 ， 
汀 4 3 5 1 2 

);'[[ 3 4 7 

計 2 0 5 5 1 2 3 44 6 1 4 0 

分離陽性数 1 3 27 40 

分離ウィルス名 fンフルエンザ知香港型•••9

辿硲o（①叫6?)・・．．．．．．．．・12

西rpesSi叩J.ex・・・・・・18

Vがicella な)!:Jter••·•l

d 

表 4 病原診断のためのウイ）レス学的血清検査受付検体数

月 別 中央病院患者分 集団発生患者分 その他病院患者分 計

I 5 1 3 8 1 8 1 6 1 

II 1 4 4 5 9 3 4 7 6 

皿 1 4 1 2 2 6 

N 1 2 2 1 4 

V 4 5 ， 
¥II 1 5 4 2 0 

M[ 7 1 9 5 3 0 

WI 7 4 1 2 

k 5 2 3 3 2 

X 4 4 

双 4 4 

XII 1, 7 1 7 

計 9 1 ff 6 8 46 8 0 5 



e 

表 5 各種ウイルスに対する免疫調査実績 -13-

抗原ウイルス名 被検件数 関連調査事業項目

インフルエンザウイルス I* II I) 

A/swain/15/31 528 ①香港型浸淫調査

A。/PR/8/34 5 28 ⑥)不活化ワクチンの効果調査

A1 /FM/1/47 39 528 II) A型インフルエンサ抗体の解析研究
． 

A./Japan/30 5/5 7 528 

A2/Kuma mo to/2/6 5 97 528 

A2/Kumamoto/1/67 48 2 

A2/Aichi/2/68 1.131 528 

B/Lee/40 3 96 

B/Tokyo/1/67 849 132 

ィンフルエンザIj音t 6,294 

1) 昭和 44年．風疹抗体保有調査
風 疹＊ 561 

2) 風疹免疫の長期観察

Ade no -3 95 Adena -3抗体の持続期間調査

計 6.8 50 

註 l) 本調査は中央病院微生物検査科と協同で行なったものである。

2) ＊印調査匹ついての詳細は調査研究の項に記した。

3) ポリオ及び日脳流行予測事業に関する実績は本集計に含まれていない。
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(B) 理化学検査科の業務実績

昭和 44年田～12月の業務実績は表・1に示すとおりである。

理化学検査科検査実績表表 1 昭和 44年 1月～ 12月

戸
1月 2月 8月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計・

目百料有 料無 料有 料無
有 無 有無

有料 無料
有無 有無 有無 有無

有料 無料 料有 無料 有無
料料料 料 料 料 料料 料料 料料 料料

水 水道水
精密検査 5 ， 11 14 17 8 15 14, 7 12 ， 7 128 

質

試 そこ l 1 

験 特殊成分 16・ |乙a
99 

l6U 四知匹01ou 368 4 668 1 311 88 761 9.9.l'7 

製品検査 4 11H 4, 蜀 6 5 滋 oo Ill 10 128 

食 .AI甘味料 30 1 14 45 

品 保存料 6 6 
2 

A5 
1 3 57 

試 着色料 -256 1 257 

験 殺菌料 1 1 

その他 2 ， 1 
18 3 16 1 

＇ 
局方試験 14 14 

特殊試験 5 
＇ 5 5 5 5 5 5 5 5 f 5 60 

温泉分析 1 1 5 .1 z 3 1 41 18 

雨水ちり 1 

｀ 
1 1 1 1 1 1 l l 1 1 12 

放
雨 水 2 3 Q 3 3 ： 5 ， 4 28 

射
陸 水 1 1 2 l 1 1 1 8 

食 品 5 l 6 ， 3 3 2 Q 2 32 
能

土 壌 1 1 2 

a 水質試験

(1) 水道水精密検査

水道布設の為の原水及び給水開始前の水道水に

ついて行つた依頼検査で，総数 12 8検体であな

この中、水道法の基準に外れ不適と見られた検体

を試験項目別に観ると表 2に示すとおりで．不適

原因は色度によるものが最も多<,検査総数 128

検体に対し 23.4'Iiを占めている。次がアンモニ

ア性窒素及び亜硝酸性窒素の検出によるもので21
，，，を占め、その次が鉄分過量によるもので12.5，，，
の順である。゜
(2) 特殊成分検査
水質の特殊成分試験は有料が 76 1件．無料（

行政） 22 1 7件である。この中．無料について

は．殆どが河川水で，玉川 1,16噌杞米代川679

件．旭川．大乎川37 4件である。

表 2 検査項目別不適件数表

＼轄保健所ilill
健健

所所
検査項目 ｀＼数 14 14 8 

アンモニャ性窒素 5 I 4 

沢
保
健
所
＿
8

昭和 44年 1月～12月

星
男
鹿
保
健
所
＿

24

一ー

墨

保

健

所

可

U

能
代
保
健

3
 

虐
；
長
＿

1

花
輪
保
健

F

8

検査件数

に対する

伶

2
 

矢
島
保
健

，
 
5
 

ー ー

計

128 

28 21.8 



亜硝酸性窒素 4 3 8 2 4! 

硝 酸性窒素

塩素ィオン

過マン消ガノ費酸カ量リウム 3 8 

ツ ア ン’

水 銀

有 機 燐

銅

鉄 2 1 2 4, 4 

弗 素

鉛

亜 鉛 1 1 

ク ロ ム

砒 素

マ ン ガ ン 1 1 1 1 

フ エノール

硬 度

水素イオン濃度

臭 気

味

色 度 4 4! 4 3 

濁 度 2 1 3 

蒸発残留物

b 食品試験

表 1に示しているように昭和 4必Fの実績は有

料 13 5件．無料37 5件．合計 51 0件である

が，その中．依頼によるものについて月別内訳は

次のとおりである。

品 名

， 
1 
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1 4, 3 2 1 27 21.09 

゜1 1 2 1.5 

2 8 6.2 

゜゚
゜
゜1 l 1 16 12-5 

゜゚
2 1.5 

゜゚
1 1 6 4.6 

゜゚
1 1 0.7 

1 1 0.7 

゜8 2 1 30 23.4 

1 8 6.2 

1 1 0.7 

1 月

食品 1 6件

年末年始一斉取締りによる人工甘味料（サッカ

リン．ズルチン）及び防腐剤の定性試験であった。

表示すると次のとおりである。

検査項 目 結 果

(1) -=O-フ〇ーツゾーダ サッカリン，ズルチン 不 検 出

(2)キ〇カ〇サイダー ’ サッカリン検出

（8)（うル〇カラサイダー II 不 検 出

(4)二〇ーフ〇ーツソーダ
， 

’ 
(5)〇ン〇ンソーダ ，， サッカリン検出

(6) 0-0ー特製ソーダ H 不 検 出

(7)別製〇マ〇ジユース ，， ,, 
(8) 0ィ〇ンジュース ’ 

，， 

（9)南〇プ〇ジル産〇ラ〇シャスペン ’ 
，， 
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(10) 0ァッ〇ガラナ サッカリン．ズルチン 不 検 出

(11)〇皮まんじゆう サッカリン ズルチン．防腐剤 ” 
(12) 0す〇らまんじゆう ,, ，， 

(13)おいしい〇食の〇菓子 ’ “ 
(14)三〇ダンゴ ＂ ” 
(15)デコレーション0-0 ’ 

H 

(16) 0ゆん〇い 防腐剤 1安息香酸検出

2月

かん水 4件（液状8件，固形 1件）

食品衛生法施行規則紀よる製品検査であったが

何れも適合の範囲内にあった。

3月

菓子（洋バナナ） 1件

着色料の試験であるが．黄色色素に「ナフトー・

ルエローS」の法定外色素を検出した。

4月

たくあん漬 1件

ズルチンの試験で．ズルチン 0.11 5'I /K，検

7月・

あおさめ（海藻） 1件

苦味及び渋味を有する原因物質について試験し

たものであるが．試験の結果硫酸銅を検出し．そ

の含有量は CuS o4 として 7.21 9／肋であっ

た。

フラワーペースト 2件

ゾルビン酸の試験で．ソルピン酸 392叩／k，

を検出した。

かん水 6件（液状 8件．固形 8件）

製品検査で食品衛生法施行規則に適合する製品

出した。 であった。

かん水 1 3 件（液状 9件，固形 4件）•， 8月

食品衛生法施行規則による製品検査で何れも適 かん水 5件（液状 3件．固形 2件）

合する製品であった。

わかめ入りわらび味付 2件（AG.5. AG.'l) 

銅の定量試験で試験結果の成績は銅としてAG.5 

・・・・ 21．伽9A(9．庇？・・・• 78．四A（9であった。

5月

かん水 4件（液状8件，固形 1件）

じゆんさい • 2件

防腐剤の試験で， 1件は．デヒドロ酢酸．サリ

チル酸．ソルピン酸．安息香酸．及びこれ等の塩

類．バラヒドロキシ安息香酸ェステル類は何れも

オ検出であったが．他の 1件には安息香酸を約

0.1 03f/ /K,;検出された。

6月

かん水 2 2件（液状 12件．固形 10件）

食品衛生法施行規則による製品検査で何れも適

合品であった。

着色料 1件

食品衛生法施行規則による製品検査で，食用黄

色 4号を主成分とする製剤で適合品であった。

製品検査で食品衛生法施行規則に適合する製品

であった。

インスクントラーメン 1件

食中毒発生に伴う収去食品で．油の変敗による

疑いがあり．酸価，過酸化物価について試験した

もので．成績は酸価 56.1,過酸化物価 82 8.0 

であった。

じゅんさい 9件（びん詰）

じゆんさいの中の保存料の試験で． 9件中 6件

は検出しなかつたが．他の 3件は検出し，試験成

績は安息香酸として， 132．伽9A9.128．珈yk,

及び 16 3.0叩／K9であつた。

9月

かん水 2 2件（液状 11件．固形11件）

食品衛生法施行規則による製品検査であったが．

何れも適合の範囲であった。

1 0月

かん水 3 0件（液状 19件．固形 11件）

食品衛生法施行規則による製品検査で，何れも



適合する。

トマトジユース 1件

缶詰トマトジュース中の錫の試験で．試験成績

は 13 0. 2 p1>mの錫を検出した。

1 1月

着色料 1件

食品衛生法施行規則による製品検査で．試験結

果は．食用青色 1号を主成分とする製剤で．適合

するものである。

かん水 1 0件（液状 8件，固形 2件）

食品衛生法施行規則による製品検査で．何れも

適合する。

1 2月

かん水 1 0件（液伏 7件．固形8件）

前述同様の製品検査で何れも知品衛生法に適合

する製品である。

豆腐 1件

ニトロフラゾンの試験であるが試験結果は不検

出である。

食品 1 4件

使用禁止になつたサイクラミン酸塩の試験であ

表 3 温泉分析 ． 表 （ そ の 1)

温泉名 別所 混 泉

湧出地 大舘市十コ所字 南秋田郡五城目

下山葵沢39番 町馬場目字中村

地 坊ヶ沢 48

試験年月日 4 4. 1.2 1 4 4. 2. 2 7 

泉温（℃） 4 8.6 1 1. 2 

殆ど無色澄明 殆ど無色澄明

性 状

PH 7.5 6.7 

比重（幻℃） 1.0024 1.0002 

蒸（叩発残／K留9物) 2 756. 2 54.3 

H+ 

K十 2.7 50 2.475 

Na+ 2 95. 68.0 

NH+ 
4 

I 
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る。しよう油 3件，つくだ煮 7件．ジョッツル 1

件．ミ・'/1件．プリン 1件、は何れも不検出，山

プキの味噌漬 1件は．サイクラミン酸ナトリウム

7 5叩／k9検出。

乳酸菌飲料 1 3件

行政依頼による乳酸菌飲料中の無脂乳固形分の

試験で．成績は．無脂乳固形分 3.0 %以上のもの

5件． 2％以上のもの 4件．1.0茄以上のもの 3

件． 1.0伶以下のもの 1件である。

c 薬品試験

厚生省薬粉司の通ちょうに基いて行われた医務

薬事課長からの依頼による一斉取締り収去の薬品

試験が 14件，医務薬事課長の依頼による硫酸銅

液の比重測定が 60件である。

d 温泉分析

昭和 44年に行った結果分析は 18件で，成績ー’

は表3厄斥しているとおりである。

泉恨木共同弓l湯温

雄勝郡雄勝町秋 雄勝郡雄勝町秋 雄郡雄勝町秋

ノ宮根木河占 ノ宮 1頃吾野 ノ宮字湯ノ岱

4 4. 2.2 8 4, 4,. 3. 5 4 4. 3. 5 

4 2. 5 7 1. 5 6 9.o 

殆ど無色澄明 微白石濁 殆ど無色澄明に

て微に絨味を有
す

7.2 7.8 8.2 

1.0005 1.0010 1.0 009 

7 02.6 1400. 12 86. 

24.0 42.5 40.5 

190. 405. 3'15. 
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Ca2十 515.9 庫跡 30.36 3 8.0 2 31.7 9 

Mg叶 7.544 1.6 00 1.715 0.4 57 1.486 
•一Fo叶 0.04 nn Q on4 0.03 0.12 

Mn2+ 0.048 0.032 

cu2+ 

A13+ 0.620 
Cl- 94.74 41.82 30 5.9 668.0 606.3 

Br- 0.2 90 0.042 0.048 0.029 

I― 0.034 0.068 o.o 93 0.llO 

HSO4 :-

so4 2- 16 95. 9.449 2 5.87 48.5 7 38.47 ・ 

78.54 117.0 82.28 54.69 64.'15 

0.2 93 0.036 0.19 5 0.198 0.808 

0.324 0.081 0.247 1.642 3.638 

0.236 0.024 0.283 0.5 74 1.26 7 

＇ 

OH― 0.005 0.011 0.030 

i HB02 l 2.90 8.301 11.98 15.62 13.60 

I H2SiQ 3 52.19 3 3.0 8 78.3 7 132.8 116.0 

HAs02 0.04 0.08 n̂  82 

i CO2 6.0 42 56.2 7 4.94 7 2.104 0.981 

H2S 

石 膏 泉 単 純 泉 単純温泉 弱食塩泉 弱食塩泉

泉 質 （緩和性低張高 （緩和性低張高 （緩和性低張高 （緩和性低張高

温泉） 温泉） 福泉） 温泉）

温 泉分析表（その 2)

温泉名 森岳温泉 能代温泉

湧出 地 雄勝郡雄勝町秋 由利郡鳥海村直 山本郡ニッ井町 山本郡山本町森 能代市落合字亀
ノ宮殿上 根字猿倉奥山 2 切石字八木山31岳字木戸ノ沢 谷地地内

番 番地 1 9 6の 2

試験年月日 4 4. 3.1 3 4 4. 3.2 6 4 4. 4.1 5 44. 5. 8 4 4. 5. 2 8 

温泉佗） 8 2. 0 1 7. 0 4 5.0 6 1.0 2 5.2 

殆ど無色澄明に 殆ど無色澄明に 殆ど無色澄明に 殆ど無色澄明に 殆ど無色澄明

性 状て微た（戌味を有 て微に硫化水素 て絨味を有す て強い鴻味を有

す 臭を有す l す
； 
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； 

PH 7.9 7.3 8.1 7.5 9.0i 

比重(20℃) 1.0 017 1.0003 1.0103 1.0169 1.0 005， 1 I 

’ 発残留物
， ' 

叩／~)
1680. 363.7 14000. 23 710. 38 7.1 : 

i 

H+ 

K+ 7 9.5 8.0 410 265.0 13.50 

Na+ 475. 86.0 5300. 5 7 50. 108.0 i 

NHt ： 
ca2+ 8 7.6 6 9.062 51.66 2641. 5.289 ; 

Mg2+ 2.286 4.801 11.52 87.49 2.19 5 1 

F匹＋ 0.02 0.09 3.600 0.45 5 0.295 : ， 
Mn2+ 0.065 ． 

！ 
cu2+ ； 

！ 

Al3十 0.480 ！ 

Cl― 783.6 1301 8013. 13 660、 59.71 ！ 

Br- 0.013 0120 5.846 0.360 0.082 

I― 0.144 0127 ・2.200 0.863 0.092 i ' 

Hso4 ： 

sq― 80.28 3.7 21 2.008 274.9 10.7 3 

s2゚；一 0.028 i 
； 

Heo 3 - 58.22 64.00 5 601 3 9.67 216.8 ， 

coJ- 0.264 0.060 4.132 0.0'12 12.76 

HS- ！ 
HSi03 2.Q 58 0.193 0.113 0.902 10.58 ！ 

i 

S i~— 0.004 0.019 

B02 1.456 0.13 7 6.27 3. 0.998 4.817 

F"" 

OH- 0.007 0.0 22 0.005 0.170 

HB02 32.25 14.76 85.62 54,89 8.218 

H2 S iQi 135.3 61.7 9 46.01 145.9 53.58 

HAs 02 0.421 

CO2 1.822 6.478 10.7 7 3.054 0.524 

恥 S

I 弱食 塩 泉 単純泉 純食塩泉 含塩化土類ー食 単純温泉

泉 質 （緩和性低張高 （緩和性高張高 塩泉 （緩和性イ邸長微

温泉） 温泉） （緩和性高張高 I 温泉）

温泉）

I 
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温泉分析表（その 3)

温泉名 ！ 

湧出地 平鹿郡大森町坂 仙北郡協和町稲 大曲市角間川町 北秋田郡上小阿 鹿角郡十和田町 1

部字矢走 ll 3 沢字水沢田尻 字四上町 87の 仁村南沢地内 大湯湯の岱地内

1 I 

試験年月日 4 4. 6. 5 4 4. 6. 7 4 4. 6. 1 8 44.11.24 4 4.1 2. 2 3 

泉温(r;) 9.0 2 9.4 4 1. 5 1 5.0 4 7. 5 

殆ど無色澄明に 殆ど無色澄明 微帯黄色たて澄 殆ど無色澄明に 殆ど無色澄明1/C

性 状 て微に硫化水素 明絨味を有す て微に硫化水素 て微た硫化水素

臭を有す 臭を有す 臭を有す

pH 7.1 8.8 7.7 6.9 '7.3 

比重 (20℃) 1.00 1 0 1.0022 1.0 n 6 fi 1.000 I 1.0008 

蒸発残：門 1173. 23 7 3. 8643. 6 58.:, 1073. 
（呵／k，
H+ 

Kt- 450 2.80 1?. 0 1.90 11.9 

Na-t- 4 15. 310. 2180. 180.0 2 96.0 

NHt 0.440 1.44 120 

Ca2十 10.43 436.3 93 5.0 38.02 5 5.17 

Mgザ 3.88 6 10.42 5.0? 5 22.50 0.44 

F e2f- 0.0 7 2 0.128 0.868 0.46 0.22 

Mn2十 0.018 

Cu2t- 0.016 

Al3+ 0.088 0.252 0.052 o.o 53 
Cl― 59 3.2 7 6.59 43 61. 163.1 500.4 

Br- 0.064 • 0.123 0.804 0.562 0.248 

工―― 0.228 0.05 9 1.160 1.003 1.489 

HSOL 

S咲― 16.21 1524. 8 0 5.6 124.5 80.09 

82゚ 23-

HC03 1 41.4 130.9 144.7 2 7 0.9 9.684 

cof 0.084 4.828 0.42 6 0.12 3 uo 12 
HS-

HSi03 0.07 7 2.Q 81 1.811 0031 0.24'1 

Si碍

B屯 0.184 0.6 55 0.548 0.026 0240 

F― i 0.90 

OH- 0.10 7 'I. 0 0 9 

HB% 31.3 戸7 ! I 1.7 8 4, 18.72 5.6 71 5 6.71 

H2紅 03 3 7.6 16.8 7 183.6 13.7 6 6 3.44, 

~
f
匂1
も
；

r

：
i
`
:
'
:
~
!
’



9
 

.. 

1
.
I
 

'『-―ー・―

-9―――――
... 1.
f
.
9

・
じ
』

1
'
•
9

—21-

HAs02 0.005 I 0.40 

CO2 88.9 9 0.502 6.958 84.68 1.162 

H2S 痕 跡
i 

純弱食塩泉 含き硝→石膏泉 含塩化土類ー食 単 純 泉 純弱食塩泉

泉 質
（緩和性低張冷 塩泉 （緩和性低張高'I ＇ 

鉱泉） （緩和性低張微 （緩和性等張温 温泉）

温泉） 泉）
I I ！ 

温 泉 分 析 表（その 4)

温泉名 銭川温 泉

湧出地 鹿角郡八幡乎村 平鹿郡雄物川町 大舘市沼舘字道

長谷川熊沢国有 二井山わらびだ 上10 8番地

林 7林班 3 2 -2 

試験年月日 44.12.24 44.1 2.2 4 44,.12.24 

泉温('C) 9 8. 5 1 2.5 4 6. 5 

殆ど無色澄明に 殆ど無色澄明 殆ど無色澄明

性 状 て微に硫化水素

臭を有す

PH 8.2 7.1 8.4 

比重（幻℃） 1.0011 1.0002 10027 

蒸発残留物
1299. 191.3 8 48 1. 

（叩／k9)

H+ 

K+ 26.5 3.95 3.25 

Na+ 2 64.5 2 50 5 35.0 

N計— 0.3 7 5 

Ca2+ 28.02 13.04 56 8.5 

Mg2+ 0.20 6.8 7 0.30 

Fe2十 0.26 1.45 0.24 

Mn2+ 0.006 0.141 

C u2 I- O.0 8 8 

Al― 0.7 32 0.33 0 0.120 

er 319.8 8.368 60 2.l 
←-

Br- 0.5 31 1.3 95 1.5 88 

r 0.8 99 1.066 0.406 

HS匂

sor ！ 9.548 12.43 1523. 

82濱―
i 2.383 ！ 

＇` 
Hco; 211.2 • 120.l i l 7 l.8 I ， ， 

ぷ’・
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co;- 1.9 7 7 00 90 2.532 
,-.~ 

).926 HS― 

HSiD; 6.97 5 0.069 2.690 

si023 -

B02 26.44 0.107 1.118 

F― 3.40 

OH― 0.027 0.0 4,8 

HB02 284.1 14.35 7.622 

H2 S i~ 222.5 2 9.04 54.47 

HAs02 3.194 0.005 

co 2 3.217 23.11 1.650 

H., S 0.06 5 

含ホウ酸一弱食 単 純 泉 含食塩一石膏泉

泉 質
塩泉 （緩和性低張高

（緩和性低張高 温泉）

温泉）

(C) 食品栄養科業務実績（その 1)

a 山村婦人の月別栄養推移調査

期． 日：昭和 43年 5月一 44年 8月まで

隔月

調査項目：栄養摂取状況．生活時間．消費熱

量．血液（全血比重．血清比重．

赤血球数．鑓蛋白量．ヘマト・ク

リット．血中総ピクミン C量），

血圧．フリツカー値．けん反射図

値．アビク．ミメークー等。

対象人員：湯沢市高松地区農村婦人 10名。

b へき地栄養調査

調査地区： 1保健所あて男女 (20オ～

59オ） 50名で13地区(13保健所）

調査日：昭和 44年 2月（ 1日間）

調査内容：（t-v1日分の食事同等量のものを買

収し．その中の食塩分． K,鉄．

銅を定量分析 9 (B)自覚症状並びに

身体的所見．（C)血液の性状（上小

阿仁村南沢．男鹿市戸賀．河辺町

岩見鵜養．西木村上檜木内）．

(D)食習慣および環境調査。

C アミノ酸強化食品の利用に関する研究（国立

栄養研究所．湯沢保健所共同研究）

対象地区：湯沢市高松，天矢場．下の岱 (A

とB)。
対象人員：農民約 60名 (20~5 9オ）。

調査期日：昭和 44年 5月と 11月と 45年

5月まで。

調査内容：栄養摂取量，食品群別摂取量．血

液性状．クイムスクデーなど。

d 農繁期（春）の生活時間と栄養状況調査（共

同炊事実施坦区） （五城目保健所と共同）

調査対象 ： 農業従事者 (30~6 5オ）

調査期日：昭和44年5月22日～ 6月5日

までのうち 5日間。

調査人員：共同炊事利用者と非利用者 13名

検査項目：消費エネルギーと摂取栄養量．体

重．フリツカー値

e 全血比重と栄養因子との関係．体重増減率匠

よる全血比重との関連調査
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調査期日：昭和43年 7月～ 1O月

対象人員：婦人約 1,0O 0名

調査地域：由利郡西目村ほか

f
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玄米パンによるシロネズミの予備飼育実験

実験動物：シロネズミ

実施期日：昭和 44年 10月から 15 0日間

以上 菊地科長記

(C) 食品栄養科業務実績 （その 2
 

ノヽ

a 

b
 

秋田地方の山菜の栄養分析

昭和 44年調査地域・・北秋田郡比立内

乎鹿郡山内村

由利郡鳥海村

秋田市太平山麓

山菜の種類・・アケピ．芽．マタクビ．芽ナン

プアザミ．アズキナ（ナンテン

ハギ）．ィワプキ（ツワプキ）

サガリナ（サワアザミ），トコ

ロ（アマドコロ）．ベロ（ウベ

ユリ）．ヤマワサビ．クチジオ

デ．スズメグサ．ヌナワ，（ ） 

は和名， 12種類・・詳細は発表

秋田県奨励品種水稲梗玄米と白米の成分につ

いて

うまい米としての新品種トヨニシキを主とす

る二、ンキをの玄米．白米の脂肪含有量その他．

及ビニール栽培の水稲梗の脂肪含有量その他

検体収集種類 検体の種類..8種類

品， 種・・フクノハナ（2).ササニジキ（2)' ト

ヨニシキ（6).サワニジキ．フジミ

ノリ．ミヨシ．ヨネシロ（2).ハッ

ニジキ(5)

（ ）は地域別四採取した数。

収穫地・・秋田市仁井田．南秋田郡飯田JII.

c
 

e
 

由利郡仁賀保町．由利郡丸芍村．

平鹿郡山内村．仙北郡角舘町．南

秋田郡天王町．南秋田君暉汁越町．

（水分．灰分，蛋白．脂肪．繊維

カルシウム，リン，鉄．珪酸．ビ

クミン B ．糖質．カロリー．炭水

化物等）．昭和 43年に引続き調

査．詳細発表。

八郎潟干拓農場（大潟村）収穫米の栄養分析

昭和 44年収穫米について，分析を行った。

検体の種類

実習訓練農場・れいめい．よねしろ。

入植者（二年目の作）れいめい，ょねしろ。

昭和 42年より続行。未発表，検佐収穫は．

／U郎潟干拓事業団の協力を得ている。

d 市販牛乳の脂肪，カルジウムの含有量その他

について

昭和，1,3年と同様調森

検体の種類・森永牛乳．武藤牛乳

検査期間・・昭和 44年 4月～45年 3月

森永牛乳・・ 17 1 

武藤牛乳・・ 13 3 

検体収集については当研究所配達のものにつ

いて行つたo

食品栄養検査に関する依頻検査件数及び内訳

食品の栄養に関する依頼件数及内訳（昭和44年 1月～ 12月迄）

月

無

料

"

2

 

ー

有

料

月

無

料

I

I

1

 
ー

有

料

II

O
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1月・・・ピクバレー(2) 5月…クロレラヤクルK2) 7 月•••玄米パン（り 1 0月••クロレラヤクルト包）

-'2 月•••クロレラヤクル ~2) 6月…クロレラヤクルH2)

” 白玉(~しんこ（心 II ビクバレ--(2)

，， もち粉（4)

8 月•••クロレラヤクルト~)

ピクバ v-(~

8月・・・クロレラヤクルト(2) 11 月•クロレラヤクルト(2)

／， 給食用コッベベ::,(7) ” ビクパレ_(3

' ＇， 玄米バ;,(7) 12 月••クロレラヤクル曲）

’ 第2リオ悛カルンウム
21)0(6) 

H 第2リ犬影9ルンウム
210(6) 

学会 第27回日本公衆衛生学会（岡山）

（昭和 44年 10月） 誌上発表

「秋田地方の山菜の栄養価について」

以上宍戸技師記

(D) 成人病科の業務実績

a 高血圧症者および脳卒中後遺症者の精神沼肋

並びに性格変化の調査

高血圧は恐らく脳血管血流に影響ありと想定

し，もしも多少ともありとすれば精神活動に異

常を来たすものと思われる。一方脳卒中後遺症

者となれば脳血管に異状ありとすることには確

率が高いので．性格の変化とも考えられる。以

上の事柄を本人ならびに家族に対する問診その

他によつて調査し．今後の指導および発作の予

知に役立てようと計画したが．調査済は予定数

に達しないので．報告は次回にしたい。

b ABO血液型第 1次調査

当所母子衛生科の事業に協力し．その成績は

次に示すとおりである。

1 9 6 9 • 4 • 3 角舘保健所 20名

1969•5•2 '1 秋田保健所 1 0 0名
，， 5 • 3 0 浜田出張所 1 5' 
H 6 • 5 新屋出張所 7 0' 

“ 6 • II 飯島 ’ 2 5 11 

計 2 5 0名

C スモンの疫学調査

1. スモン患者 11 5名に対し，疫学および臨

床調査を蜘の襲査用紙によつて行い．それ

らを集計した。その成績は研究の部に報告す

る。

’
 

4 • 4 
’
 

2 0“ 

2. スモン患者発生と農薬使用量との推移に従

つて因果関係を見出そうとした。

3. スモン患者発生と人畜共通伝染病との因果

関係を見出そうとした調査o以上いずれも本

誌研究の部に報告する。

以上船木技師，児玉技師記

(E) 母子衛生科業務実績

昭和 44年度に母子衛生科において行なつた業

務の実績は次のとおりである。

昭和 38年以来のモデル地区実態調査は， 43

年度までの鳥海村．昭和町の 2カ所で．本県の農

村における母子衛生の一対iを伺い知ることが出来

たので． 44年度はモデル地区を廃止し．本県母

子衛生向上の具体的内容に入ることとし．次の事

項について計画実施された。

A 不幸な子供をうまない運動に関する研究

l) AB  0血液型調査研究

ABO血液型における自然淘汰ならびに母子



間不適合の問題は．実際面として母子衛生の立

場から，また．基礎研究の面では．免疫学．遺

伝学の立場から重要な課題である。これまで．

多くの人々がその立証に努力されているが．完

全な家族資料に基づくものが少なく． 1962

年に大舘市で行なわれた松永．乎泉らの調査と．

プラジルで行なわれた 2カ所のデークーがある

のみである。しかし．この結果は期待と反対で．

ABO不和合を示す何等の証拠も見出レ得なか

ったのである。

このようたことから．さらに大舘市を上まわ

る調査が実施されることが望まれ．我々の調査

表 1 ABO血液型調査第 1次調査数

保健所 町 村 該当世帯数
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研究課題として行なうこととした。

これは． 1次． 2次調査に分れ．その 1次調

査が 44年度事業として 4月から 8月にわたっ

て行なわれた。以下1次調査につき．事業実施

の経過を追つてその概略をのべる。

(l)対象者の選定

1次調査対象の条件は．両親のどちらかが

AB型の核家族 1,00 0世帯とし．そのため

日赤血液センクーの昭和 89年より 5カ年の

献血台帳をもとに．家族がその地に在住を考

慮に．母親の年令 30-5 0オを中心として

選定した。

昭和 44年

調査完成数
血液型調査 型

対象者数 検査数
1-•一• -—,.. トー---

大 舘 市 7 6 6 4 314 ． 1 8 8 

大 舘 比 内 町 3 9 3 5 1 4 5 1 1 5 

田 代 町 2 3 2 3 9 8 6 2 

鷹 巣 町 2 9 2 2 6 7 7 0 

森 吉 町 42 2 9 1 2 4 113 
鷹 巣

阿 仁 町 2 6 1 9 7 8 6 3 

上小阿仁村 2 0 1'l 6 2 6 0 

能 代 市 40 8 8 • 11 2 94 

能 代 山 本 町 1 8 1 7 5 9 2 7 

八 竜 町 2 5 2 5 90 7'1 

五城目町 2 5 I 7 74 5 9 

五城目
昭 和 町 3 4 2 1 1 0 7 6 9 

飯田川町 2 8 2 2 9 0 5 9 

井 JI I 村 2 1 1 7 7 6 5 9 

男 鹿 市 6 8 5 4 2 1 6 1 8 8 
男 鹿

琴 浜 村 1 7 1 8 4 9 8 9 

秋 田 市 4 8 2 3 1 2 1 1'I 5 7 6 9 

天 王 町 2 7 1 9 8 8 4 4, 
秋 田

河 辺 町 3 0 2 5 101 8 7 

雄 和 村 3 2 1 6 90 54 

西 目 村 38 2 1 1 2 7 7 1 

仁賀保町： 4 2 8 1 8 8 2 0 

本 荘 金 浦 町 1 5 1 4 4& 4 1 

..象 潟．．町 1 1 7 ..a d 1 8 
iI 右し 城 町， 1 5 1 1 i 5 0 i 3 9 
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角 舘 角 舘 町 3 2 

4-
郷 町 1 0 0 ノ‘

神 岡 町 2 5 
大 曲

仙 北 町 1 5 

千 畑 町 1 9 

横 手 市 5 0 

横 手 増 田 町 8 7 

十文字町 2 5 

.. 
計 1 4 7 6 

その地区別対象者数は表 1に示す如くで． 10保

健所 33市町村に及んでいる。

(2) 保健所．市町村への協力依頼

事業開始に当り．当・研究所成人病科・細菌

病理科の技師の方々に協力方をお願いする一方．

該当保健所に．総務課長（花岡），母子衛生科

長（伊藤）が出向き調査の承認ならびに協力方

を依頼し．かつ保健所を通して各市町村の了解

を得ることが出来た。

その後．保健所長会議．総務予防課長会議を開

催し．事業の細部にわたり説明を行なった。

(3)検査技師に対する研修会．

技術面では．協力していただく当．研究所内

ならびに各保健所検査技師の方々を．日赤血液

センクーに参集いただき．．同センクー職員佐々

木千代治技師を中心に研修会を行なうと共に．

血液型判定に関し．器材ならびにルールの面で

お互いの意志統ーを計つた。

(4) 保健婦．助産婦に対する説明会

別紙2に示す調査カードの妊娠歴については．

保健婦．助産婦の協力を得て家庭訪問により．

家族への理解と共に問診を行なうこととし．保

健所．市町村保健婦，助産婦，および県助産婦

会に協力をお願いした。

なお．衛生科学研究所において説明会を行な

い．問診における意志統一や，訪問についての

注意等（別紙 3)を話合うと共に．「血液型」

についての講義を行なつた。参集者は 99名で

ある。

8 1 8 8 7 8 

8 8 2 8 7 1 4 2 ： 

！ 

22 72 6 7 4 

1 4 46 8 6 I 
1 9 6 2 6 0 l 
4 8 1 4 9 1 4 1 

．． 
3 4 1 2 1 1 0 4 

25 7 1 68 

1 1 4-7 4 5 4 1名 -8 ・1 7 6名 I

(5) 対象家庭への依頼，家庭訪問

各対象家庭に対し，依頼状（月l嶽 1)を発送

し，その到着の頃を見計らって．家庭訪問によ

り妊娠歴調査を行なうこととし．日時は各町村

の都合により計画していただいた。

(6) 血液型調査

妊娠歴調査終了後．該当家族の血液型の判定

を実施することとし．各地区それぞれに会場を

設定し．＾ガキ通知で参集していただいた。郡

部．新秋田市内等対象家庭の散在しているとこ

ろは，はじめから家庭に直接出向いて行なった。＇

この調査は．核家族の全員を実施して，はじめ

て目的を達するものであることより．実施回数

も数回にわたり，最終的には個別訪明，夜間訪

問など各保健所の検査技師，保健婦，また市町

村の皆様に多大の労苦をおかけすることとなつ

たgさきの保健婦・助産物の皆様による妊娠歴
、5

―‘調査においても同様の困難があり，共々に，こ

こに衷心より深謝の意を表する次第である。皆

様の御協力により表 1にみる如く目標をやゞ上

回る l1 4 7世帯の完了をみることが出来た。

なお．この調査成績については．集計が不完

全乍ら， ABO血液型自然淘汰の面より興味あ

ることが得られたので，そのことについてまと

めて後記した。流・早・死産との関係について

は2次調査の分と (30 0 0世帯）合せて報告

する予定である。．

2)妊媛中毒症の出生児への影響

不幸な子供をうまない運動の一つとして，妊



娠中毒症の問題が大きくとりあげられて．妊産

婦への健康相談．衛生教育等が行なわれている

が．一方．県内の．妊娠中毒症罹患者からの．

出生児の．その後の生育状態を知りたい目的で

県立中央病院産婦人科の協力の下に．昭89年
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40年． 41年の 3200名の入院カルテより

典形的妊娠中毒症の母親を選定した。これが正

常妊娠との間にどのようた差が認められるかと

いうことを目的とじら

表 2 秋田県立中央病院における 3ヵ年間の分娩における

妊娠中毒症ならびに正常者数

（昭和 39.40.41年分娩数 32 0 0名より）

8 9年生れ 40年れ

保健所

妊中娠毒症
妊娠

正常 正常 中毒症

秋 田 152 245 289 28 7 

花 輪 2 2 

大 舘 1 1 2 

鷹 巣 1 1 1 

能 代 1 1 6 

五 城 目 8 10 4 11 

男 鹿 7 6 10 6 

本 荘 1 4 4 6 

矢 島

角 舘 1 1 2 

大 、曲 8 8 4! 1 

横 手 1 1 8 

湯 沢 1 1 

計 1 72 272 2 6'1 275 I 

従つて対象は昭和 44年度に 8オ． 4オ． 5オ

の子供とその母親であり，今回は秋田市のみを

行なうこととした。すなわち．正常妊娠 59 6 

名，妊娠中毒症 72 8名計 181 9名となった。

対象者には．手紙（別紙 4)による依頼とした

ので．郵送前に秋田市役所住民課において．住

所確認の結果 82 2名となり．さらに返送され

たもの 11 1名が差引かれ．実際の対象は711

名となった。調査は 9月． 10月． 12月． 45

年 1月にかけて当研究所を会場に行ヵったが．

41年生れ 正常 妊娠

霜 症

中毒症 合 計

正常 計 計

205 241 596 723 1319 • 
！ 

2 2 4 

1 8 4 

1 1 8 4 I 

2 1 ， ̀、 10 i 

， ， 16 80 46 ; 

6 7 28 19 42 ! 
＇ 

4 5 14 19 1 

i 
： 

l 2 8 5 ! 

2 ， 6 15 

2 2 4 8 7 

1 1 2 

2 22 269 6 61 816 14 77 

受診者は 39 1名で．受診率55. 0，，，と低調に

終つた。都市部における調査の困難に加え 4衛

生科学研究所という一般の方々のこれまでなじ

みのない場を用いたことなど今後の検討が必要

と思われる。

受診した家庭の場合は．母親が非常に熱心であ

ったことは事実である。

実應鵜lは．医師．心理．検査技師．保健婦．

助手それぞれ 1名で．受付は 9時～11時 30 

分と` ッ．母子 25組をメドとした。
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表 3 妊娠中毒症の出生児への影響調査数

昭和 44年度

--- 5オ 4才 3オ 2オ 計

男 13 

中 2 0代 女 22 ： 

1＇ 毒
計 35' 

3 0 男 7 
症

l 女 3 
` '  

群 4 0代 計 10 

＾ ロ

計 45, 

男 ， 
非

2 0代 女 8 
中

計 17 

毒 8 0 男 4 

症 l 女 4 

群 4 0代 計 8 

ムCl 計 25 

総 男 38 

女 37 

計 計 70 

調査内容は．g澗診．（祝胄神発達．＠浪力．④

身体計測．⑥診察．⑥液尿．検便とし．母親に

は血圧測定と検尿を実施した。

なお．この事業は． 45年度彗迷続して．さ

らに受診率を高め検討する予定である。

3) フエニールケント尿症のスクリーニングに関

する研究

昭和41年に不幸な子供をうまない県民運動

が発足しているが．いわゆる不幸な子供の~

として．先天性精神薄弱児の問題は．どうにも

ならないものとして．医学的な解明も遅々とし

て進まない状態である。しかし．先天性代謝障

害の一つであるフエニールケトン尿症による精

神薄弱児は．学問的な裏づけにより．早期発見

によつて．治療vc:より「治る精薄」としてこの

方面の問題に極めて明るい希望が持たれ．世界

的vc:その早期発見．早期治療に努力している現

27 82 5 77 

25 35 2 84 

52 67 7 161 

11 21 3 42 

7 11 2 2 8 

18 32 5 65 

70 99 12 226 

24 31 6 70 

24 26 3 61 

48 57 ， 131 

5 11 2 22 

4 2 2 12 

， 
57 

67 

60 

127 

13 4 34 

70 1 8 165 

95 16 211 

74 ， 180 

169 25 391 

状である。

本県においても．その意味において医療機関．

保健所（一部）において皇塩ィ頃い培失口紙法に

より乳児健診の場で検査を行なつているがまだ

発見されない。昭和48年 10月当科に菅生倫

・'子技師を増員していただき．中央病院小児科の

指導で．これまでの口紙法よりはるかに早期に

（生後7日目）．かつ適中率も高いガスリー（

Guthrie)法によるフエニールケトン尿症ス

クリーニングの体制を確立した。このことは．

昭和 45年 1月6日に厚生部長あて報告し．全

県的に具体的な実施の実現を希望した。なおガ

スリー法については．後記調査研究の部で菅生

技師が記載している。

B くる病実態調査

本県くる病実態を調査し．合せて安全かつ的確



な治療ならびに予防の方法を得たい目的で．昭和

4 1年より県立中央病院小児科ならびに各保健所

の協力で調査を行ない， 43年度まで〇戎績は．

すでに所報 13輯に記載した。これまでの調査で

季節的な出現状況として夏に多く．栄養法による

分類では．母乳栄養児に出現する傾向がみられた

表 4 昭和 44年度くる病実施状況

保健所 市町村 検診数

大 舘 田代町 43 

男 鹿 男鹿市 134 

五城目町 195 

昭和町 112 

八郎潟町 76 
五城目

飯田川町 69 

井川村 95 

大潟村 26 

秋 田 秋田市 186 

大
神岡町 140 

曲
太田町 148 

湯 沢 東成瀬村 69 

i 計 1052 
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が，保健指導の面よりさらに深く追求の目的で．

今年度も継続事業として全保側所に協力を依頼し

たが．年度頭初になつて．ー保健所より放射線防

禦装置が不備なためその方面の完備を待って行な一

いたいとの申出により．表4に示す保健所以外は

中止された。

4 4.4.1~4 5.2:2 8 

有 所 見

＋以上 士
計 各

1 7 8 18.6 

8 11 19 14.2 

4 11 15 7. 7 

8 5 8 7.1 

2 1 8 3.9 

1 7 8 11.6 

1 5 6 6.3 

1 3 4l 15.4 

3 ， 12 6.5 

2 7 ， 6.4 

1 16 l? 11.5 

゜
3 8 4.3 

27 85 112 10.6. 

防禦装置は本荘保健所若月レントゲン接師により 考案され目下試作中である。

C 乳幼児精神発達に関する研究

昭和 40年来． 3オ児健診の場で精神検査導入

の試みとして基礎的な研究を行なつてきた。

4< 2年に本県母子衛生行政の中に． 8オ児健診実

・施項目の一つとしてとり入れられたので，当科の

業務としては確立さ幻ヒ方法の妥当性の検討とこ

れが徹底を行なうために各保側所への指導に重点

がおかれた。

今年度は．昨年同様に県の母子栄養改善推進地区

2 5市町村において行なわれ．実施後の整理判定

を当科が担当し九

なお．今年 7月1日付で．心理判定の田沼 慶

技師を迎え．これまで行届ヵなかづt．横手．角舘

湯沢．男鹿．能代保絢所の指導にあたつた。

表 5 三才児検診精神発達調査人員および未成熟児数

保鰤 名 l市町村名下可の
Part 1 Par°t 2 Part 3 不 明

計
未成熟 ，，， 未成熟 伶 未成熟 ％ 男 女

花 輪 l花輪町 |100187187i 甥） ょ認 （列 1飼）
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’ （坊 11（女） （幻

’ 十和田町 58 39 92 oo 1900} 4 00) 
1..  

ヽ （女 12四 l女

’ 尾去沢町 邸 28 62 ” 4' 2' 

＇ 
ヽ 2' 

，， 

， 小坂町 98 74 172 ヽ 6‘ 2 " 

’ ＂ 10' 1, 

鷹 巣 阿仁町 27 24 51 ” 4‘ 

“ ’ 2' 2' 

＇ 上Ij 心 27 27 54, 1, 2' 2,, 1 

’ 
,, 

4" 1 " 
I 

， 森吉町 25 25 50 
，， 

2' 2 11 

’ ’ 8' 8' 

能代市 能代市 4l 8 12 ’ 2‘ 
鼻＇

” 
,, 2, ” 

，， 
ーツ井町 ， 4, 13 “ 4' 1' 

II •· 曇『

’ 
’ 山本町 19 14 33 

,, 
2 " ” 

＇ ’ l II ” 

男 鹿 男鹿市 74 67 141 
,, 

叫“ 4“ 

II 
，， 蕊 II 3 /1 

--
fl 琴浜村 74 70 1鈷

,, 16 II 8' 

’ 
2 II 10 I 8” 

五城目 五城目町 47 57 104 1 9 12' ヽ

” ” ．．． 5” ヽ

/1 飯田川町 ·ヽ••13 15 ・ 28 ” 0, ’ ， ” 8' II 

’ 井川村 加 15 89 II 2 If ’ 
’ ” 3' II 

’ 八郎潟町 23 18 4J. ” 9 9 “ 2 8 

,・ ” 2,, ’ 
’ 昭和町 29 27 56 • 13 • “ 2 

’ 
II 7, “ 

秋 田 秋田市 39 89 78 I¥ 
，， 4• 2' 

，， J 
,, 3, 1 " 

，， 
河辺町 56 “ l.00 ＼ 

層＇ 2111 II 

ヽ ＇ ” 10 • ’ 
本 荘 本荘市 11 12 28 ＼ “ 9. ,, 

’ I II 5,, 3,, 

’ 東由利村 88 45 88’ II 12 • ” 

II 
＼ ” 14・ II 



矢 島＇矢島町 47 46 93 ’ 

’ ’ 

’ 由利町 50 鉛 99 ，， 

’ ’ 
，， 

鳥海村 oo 弘 1お II 

/1 、9

“ 
大 曲 千 畑村 切 39 86 ’ 

＂ ’ 

’ 仙北村 鉛 26 75 ， 
， 

’ 
横 手 十文字町 74 76 150 1, 

’ ＇ヽ

’ 山内村 22 23 必 II 

，， 
” 

’ ． 大 雄村 29 17 鉛 ’ 
，， 

“ 
湯 沢 皆瀬村 21 19 4 “ 

’ ” 
H 東成瀬村 28 15 43 ” 

’ “ 
角 舘 角 舘町 131 1OO 2洟 n 

’ ’ ．～、

計 1391 1206 259』7 ) 5 

D 他機関との協力事業

1)男鹿市保健所の琴浜村母子事業に協力して毎

月 1回健康相談にあたつた。

2)言語障害児健康推進協議会との連けいで．言

--31-

23 9 3, 

18， ’ 
5, 8, ； 

2' II 

＇ 
11 • 6, ， 

＇ 
7 /I 8' l 

14" 2, 1 

17,, 1, 

10, 1, 

8 II ． 
4, 2’ 
6,, 1 9 

3 H 2 II 

1,, 2 II 

2 " 1, 1 

2 II ヽ

2 /I ’ 
l ll H 

4” ’ 

2’ II 

21ヽ ’ 

25” ” 

0.2 I鈷9 18.9 72 2.8 4 6 

葉の発達のスクリーニング法の研究。

8)五城目保健所の依頼により，昭和町母子健康

相談，飯田川町農村婦人健康相認C協力。

(G) 環境衛生科の業務実 績

A 昭和 44年度地域指定調査の成績（厚生省委

託分）

大気汚染防止法第 3条に規定する指定地域の

指定を行うために必要な基礎調査を実施するた

め厚生省から知事に対し調査を依頼してきたの

で，そのうち当所で受持つた調査結果が次のと

おりである o

調査年月日 昭和 44年12月～45年8月

調査個所 、 秋田市内一円。その測定点と浪ll

定法は次のとおりでをる。
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i 

＇ 
番号iI 測定地点 同左施設名 測定法

1 I 金足追分海老穴 県立金足農業高等学校 p D 

I 

2 土崎港寺内将軍野 市立土崎中学校 p 

3 寺内高野 聖霊女子短期大学 p 

(1 2月は築山小学校）

4! 外旭川梶ノ目 市立外旭川小学校 p 

5 手形中台 県立秋田高等学校 p D 

6 千秋明徳町 県衛生科学研究所 P D H C 

7 山王4丁目 秋田県庁舎 p 

8 茨島 1丁目 秋田経済大学女子寮 p D 

， 仁井田潟中島 県立秋田南高等学校 p D 

1 0 新屋栗田町 市立日新小学校 p 

1 1 飯島長山下 国立秋田工業高等専問学校 p D 

注） P....Pbo.法 D
 

デポジットゲージ法

H High VOlume Air Sampl ar法

C 比 色法



測定成績

1) 降下ばいじんおよび二酸化硫黄

表 1 降下ばいじんおよび二酸化硫黄の測定結果
測定期日 昭和 44.12.18~45.1.18

場 所 降 下 ば い じ ん P b01 法

雨量 総量 不溶解性成分gr/10伽｝ ••• ~ sr/10~ 備 考
住所 施設名 PH  ク—•ル クール

so 4 ” 熱灼 So3鴫 ayA.OOcnl四 )2 備考
17l11 g双ocrf全量 分 灰分 素分分外炭 全量 灰分 Ca" Cl ＇ 

減量
．． 

金足農高 1L5 5.5 'Z48 2. 48 0.13 2.oa 0,27 5.00 1.86 ll20 a14 0.18 ；：認8 (l18 

衛生研 究所 1邸 5.3 6.91 2.11 0.13 1.29 0.69 4.80 磁8 D.47 血 喝 ''2.59 (l61 

国立工専 1と 6.1 5.58 l15 (l12 0.93 0.10 48 196 0.09 2,12 0.24 'Lも (l19 

南 高 校 1(l7 5.7 698 l81 Q11 1.46 0.24 5.12 2.88 叫3 224 0.25 .• 1OO (l45 

経大女子寮 .¥i (l73 ， 
土崎中学校 0. 34 

外旭川中学校 Cl 10 

県 庁 舎 (l59 

築山小学校 0. 2 9 

秋田共済病院 I 0.1 7 ！ 

表 2 降下ばいじんおよび二酸化硫黄の測定結果
測定期日 昭和 45.119~2.1 8 

場 所 降 下 ば v じ ん Pb  o2 法

雨量 総量 不溶解性成分gr/lOOn! 溶解性成分百／100rrf 備 考

住所 施設名 PH  
gr/1.00 m 全量 クー クール

全量 ” 熱灼 SQ;呼／d叩/100aA,ヰ 備 考
1lllll 

灰分
1鴫分4外炭

灰分 S04 
Ca • Cl ＇ 4 減量

衛生研究所 1(l5 45 'Z47 1.25 “.8 0.86 0.26 6.22 &62 0.19 2.60 Ql6 2.74 2. 6 2 

金足農高 110 5.0 !192 !l87 0.18 (166 (l03 叩5 紐 9 Q.39 406 0.09 4 (129 

国立工専 9.6 6.1 10.99 L56 (l08 120 D.28 943 四 Q13 a沼 0.31 2.93 百葉箱破損の為欠測

|

3

3
ー



場 所 降 下 ば v じ ん PbO, 法

雨量 総量 ー不溶解性成分匹／100,d 溶解性成分gr/100~ 備考
so3叩／daが叫P匹｀場 所 施設名 PH  

にA0m0 
ク→ クール

全量灰分 S04“熱灼 ← r Cl ＇ 
mm 全量分 灰分 1噌分外4炭 Ca― 減 量

南 高 校 &4 5.7 9.80 177 血8 L43 0.26 邸i 5.ll D.59 289 0.27 &26 Cl 4 9 

秋田高衣 12.7 5.2 9.90 lll U)4 0.80 1127 &7! 位： Q87 8.90 QlO 位 4 0..27 

経大女子寮 9.1 6.6 5657 8.15 <l14 246 (l55 53.4: 2Q6l 299 32.79 (l65 lil 1 L8 8 

土崎中学校 U4 5 

聖霊女子短大 (l2 1 

外旭川小学校 0. 2 4 

県 庁 舎 (l80 

日新小学校
l 

0.2 3 

ー
3
4:.._ 

表 3 降下ばいじんおよび二酸化硫黄の測定結果
測定期日 昭和'5.2.19~a18

場 所 降 下 ば v じ ん Pb02 注

雨量 総量
不＇．＇分ra/ 100rrf 溶解性成分巴｀／100.,,f

備考
住所 施設名 P H  

m 
クール クール

全量灰分 SO’4'熱灼 ---—·珀叩A0叫芦 備 考

gr/100 全量 灰分分外炭 Ca.. C 11 • 
分 素分 減量

衛生研究所 64 5.1 6.02 252 (l05 1.94 (l53 8.50 2.lE (l22 182 <l26 1.67 Q61 

金足 農高 4.7 5.3 5.18 1.80 0.10 1.51 0.19 邸t L85 (l14 L58 0.15 L55 (l25 

国 立工専 a5 7.4 9.75 a77 (l07 &29 0.41 5.98 a45 如 2.53 (165 1.86 0. 5 2 

南 高 校 41 6.4 6.50 250 0.09 2.1.5 (l26 400 2.91 Q27 109 (l59 128 0. 43 

秋田高校 'Z1 “ 5.47 L58 (l12 U7 0.24 394 258 0.16 lAl 0.17 L70 0. 8 2 

経大女子寮 位

“ 
2896 426 a06 凶 9 (l71 24.70 8.83 U66 1587 0.00 L96 1.1 6 

土崎中学校 Cl 4 4 

聖霊女子短大 0. 2 3 

外旭川小学校 0.18 



｀ □-
EEE 二 □□ (l57 

(l 8 8 

表 4 降下ばいじんおよび二酸化硫黄の測定結果
測定期日 昭和45. • a 1 9~4. 1 

場 所 降 下 ば v じ ん . PbOz 法

雨量 総量 不溶解性成分gr/ioom' 溶解性成分gr/100rtf 
備 考

住所 施設名 PH  m クール クール II 熱 灼 S守吃位i;v;/100cnl PbOz 備考
全量 灰分奎分分外炭 全量灰分 SO4 .. ＇ ”" gr/100 分 涵量 Ca Cl 

衛生研究所 a7 6.5 ao7 6.23 0.18 邸 5 0.70 . 2.84 1.78 0.06 106 0.27 0.95 (l48 

金足農高 43 6.7 認1 2.66 0.08 俎0 023 邸 5 1.56 0.08 ll99 0.1 4. LO8 0.1 7 

国立工専 45 'Z1 1 ll6 591 Q14 5.39 aa8 5.25 a12 不如 213 0.79 L67 0. 2 5 

南 高 校 邸 6.6 て36 3.18 0.02 2.72 (l44 418 296 Q37 認 2 0.25 1.32 0. 5 0 

秋田高校 5.1 6.2 5.47 ao1 0.24 192 (l85 2.46 L41 (l09 U)5 は6 L05 (l0 9 

経大女子寮 認 6.4 2邸8 邸 1 (l04 5.55 0.72 1'l87 516 Q93 ・1221 (l75 L61 &17 

土崎中学校 0. 2 6 

聖霊女子短大 Cl 1 2 

外旭川小学校 0. 1 7 

県 庁 舎 101 

日新小学校 0. 2 2 

注 測定値は 1ヶ月に換算したもの。

|
3
5ー



2") 気象と浮遊粉じん（ハイポリウムエアサンプラー）

ー

8

守＇

表 5 気象と浮 遊 粉 塵 （ ハ イ ボ リ ウ ム アサンプラー）測定結果

測定期日 昭和 45.L21~&25 

採 集 条 件 見福 気 象 観 測

番号 場 所 年月日 時 刻 流量 L益n 全採集 総量 場 所 風向 風速 気温 湿度 天気
備 考

1 秋田市千 秋田県衛
m 3 咤介’ 秋田地方 秋田市

◎紀
気象は

45.1.21 0908-~1708 1Ga89ヽ-l.642B80188 87.67 WNW 78 -0.9 66 9--18卓
秋明徳町 生科学研 気象台 八橋

Ws:m--NW 2 1の 40 究所 L2 8 0840~1640 169.89へ 642~ 80188 9440 4.7 18 67 ◎製多

3 （屋上） 2 4 0 920~1720 16'Z06へ61AC788.29 8(l30 ESE 45 ー1.3 88 も

4 2. I 2 0855~1655 169.89へ-l.6&4E811.39 75.18 WNW 44 15 63 CD時々さ

5 2. 1 7 0855~1655 17131へ465.64 808.68 95.59 WNW 位 4.7 49 

゜6 2.2 5 0905~1705 18122ヘ-l.7&3:8邸 04 5851 NNW a1 - (l7 88 ＊ 

7 3. 4 0839~1644 178.39へ...!755585&30 7Q84 S記
4.6 - Q6 d8 ＊ NNW 

8 &11 0900~1700 178.39へ.J.7邸［ 849.45 10(l42 w 乾 Q8 53 ＊後CD
NNW て， &18 0841~1651 18122へ769'i874D8 89.35 WNW 1U9 -13 62 ◎後も

1 0 &25 0848~1651 18122ヘ-l7邸 E86160 18⑫51 WNW '£2 認 62 ①倹さ I 

3) 比色法（パラロザニリン）による二酸化硫黄

表 6 比色法 (P-Rosanilin)による s02 
場所 秋田市千秋明徳町

秋田県衛生科学研究所屋上

No. 測定年月日 802測定値 No. 測定年月日 s (¥測定値 No. 測定年月日 S％測定値 No. 測定年月日 so2測定値

1 45.128 2 4 5. 2. 4 3 45.2.13 4 45.2.27 

時 刻 時刻 時刻 時刻

g)O―,f,O 0.054 .fJ.fJill ef}O -gJ゚ 0.0 3 5茫 900_ 900 (l0 4 1PPll g40_ 930 (l1 0 4皿
---

1ゆ°-l#° | a.0 8 9 1ゆO-lrf゚ I 0.087 ' 1000ー1055 Q012 935_10 25 Q O 5 8 



11 00_1150 (1084ppm 1100_1150 o. o 1 o ppm l l°見1155 o. o o 8 ppm 1030_1120 (lO 6 8 ppm 

12 00 -1 2 5 0 no 3 2 12°°-1250 0. 0 1 2 1200_ 1255 (l005 1l 25_12 15 GO 5 6 

1300ー13.50 (l0 0 0 13此 1350 (l009 1300_1355 (l006 1220_13 lO 0026 

1400_1450 (l0 1 4 1400... 1450 0.011 14゚Q.1455 (l002 1315_1405 Q055 

1500_1550 (l0 8 2 150Q_ 1550 (l0 1 0 1500_ 1555 (l0 2 9 1410ー1500 0. 0 4 3 

16°°_1650 0. 0 0 8 160Q.. 1650 Cl O O 3 16°°_ 1655 0. 0 0 8 1505_1555 Q035 

5 4 5. a 6 6 45.a11 7 4 5. a 2 0 8 4 5 a 2 5 

1035ー1125 (l0 1 8 P Pm 900_ 950 (l044PPID 900_ 950 <il 9 2 ppm 900_ 955 Q o 1 1 ppm 

1130ーl220 0. 0 0 9 10° Q_ 1050 0. 0 1 3 1000_ 1050 (l082 1000_ 1055 0. 0 7 9 

1225ー1315 (l0 0 9 1100_ 1150 uo 2 6 11 oo.. 1150 0. 0 6 2 1100_1155 Q099 

1320ー1410 (l018 120Q..1250 U044 1,!J゚ー 1250 0. 0 1 1 12°qー1255 Q063 

1415_15 05 0. 0 1 1 130Q. 1350 Q018 1300_ 1350 (l016 1300ー1355 (l0 41 

1510-1 &00 0. 0 2 3 14゚0...1450 0. 0 1 7 1400_ 1450 (l012 1400_1455 0. 0 3 5 

1610_1700 0. 0 14 1500.. 1s50 0. 0 1 0 1500_ 1550 (l014 1500_1555 0. 0 7 5 

1705ー1755 (l007 
I 

16°(L1650 (l0 1 4 1600_1650 (l028 1600_1655 no o 4 

4) 月別気温並びに湿度

（昭和 44.1 2~4 5. 3) 

表 7 月別気温並びに湿度
（資料 秋田地方気象台）

平 均 極 平 均 極 小

気 温 最高気温 最低気温 最高気温 起 日 最低気混 起 日 湿 度 湿 度 起 日

4 4年 12月 a. 8 & 6 -L 8 1 0 7 8 ー＆o 3 0 73 4 4 25 

4 5年 1月 -L4 L 9 -4.4 1 0 0 3 1 -9 4 1 6 7 6 46 1 7 

2月 -(l l a1 -8.4 1 0 3 2 0 -a9 26 7 1 35 1 7 

8月 -0.2 ao _2.8 1 0 9 29 -6.1 6 6 9 38 3 0 
I 

ー

3

7
ー



5) 月別陶旬風速

表 8

3

8
ー

(1) 月別風向別回数

（昭和44.1 2~4 5. 3) （毎時 24時観測から解析）

1 2 3 4 I 5 6 7 8 ， 10 11 12 13 14 15 16 

゜月別 ~--一

NNE N E BN図 E ESE S E SS凹 s ssw s w WSW w WNW N W NNW N 静穏

4 4年 17 12 ， 50 98 51 15 4 4l 12 8 57 3 02 78 27 
1 2月

4 5年 28 8 14 41 110 69 15 3 3 3 7 58 122 85 83 90 5 
1月

11 8 4 31 71 50 11 ， 13 15 17 82 239 62 26 20 3 
2 

4, 5 11 14 67 49 5 4 4, 12 31 1 ()4, 272 111 39 12 
3 I 

(2) 
ノ

月 別風向別平均風速

44年 i l 
2. 5 2.3 2.4 3.6 4.1 3. 9 2.7 3.8 6. 7 8.2 4.9 1 0.7 8. 7 5.1 2.9 ・“ 

1 2月

4 5年
2.4 1.7 1.8 2.9 3. 7 3.1 2.5 2.3 3.9 4.1 5.3 8.3, 8.0 6.0 4.2 2.9 0.1 

1月

1. 9 1.8 2.4 3.1 3.9 3.3 2.6 5.5 5. 7 5.7 6.4 9. 3, 9.0 7. 1 3.8 2.4 0.1 
2 

2.3 1.5 2.4 3.4 4. 7 3.3 2.3 1.8 4.0 4.0 7.2 7. 7 8.4 6.. 5 4. 7 込8
3 I -・一-..．’→ ·‘··~ 



B 依頼（行政庁，市町村および個人）検査成績

昭和 44年1月から 12月までの依頼検査実績

は次のとおりである。

1. 一般依頼

ィ 頃浄（消）化槽放流水 62件

表 1 月別検査件数

検］贔言ミ＼ど 1 2 8 4 5 

p H 3 
アンモニア性窒素 8 

フエノール類 3 
クロール．イオン

硫 酸．イオン 8 

ジアン．イオ．ン 8 

ョウ素消費量

アルカリ性消費量

t B 

゜
D 8 10 

C 

゜
D 

油 脂 類 8 

蒸発残留物 3 

灼 熱 残 漆

灼 熱 減 量

浮遊 物 質

透 視 度

臭 気

計 8 31 

2. 行政依頼

a 工場排水検査

・秋田県公害防止条例の規定による水質基

準設定のため．県企画開発部総合調整課の

依頼により昭和44年 6月から約 1ヶ月間

県内の主たる工場 28ヶ所が選定され．そ

1 

8 

1 

1 

1 

1 

8 

6 

ロ工業用水

＾工場排水

ニ と畜場排水

ホ河川水

7 8 

2 2 2 

2 2 2 

， 10 
3 

8 

8 

8 

7 5 

3 

8 

8 

3 

7 29 

11 

5 

5 

、5

7 

5 

5 

5 

2 

89 

ー39-

2 8件

5. 

4. 

3 1 11 

12 

2 

計

12 

8 

8 

8 

8 

8 

8 

8 

48 ， 
8 

11 

8 

5 

1 

1 

1 

2 18 0 

れより採水されたものについて試験を行つ

た。その成績は表2のとおりで．総件数は

2 8 5件である。
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表 2 工場排水試験成績
単位 PPM 

こ ＇ p H Cl S 0~ ” 蒸発残湾s s フエノー4貝 油類

雪 印 乳 業 7.2 17 7.0 10.0 54 718 8.4 

菱 化 吉 野 4.6 89.o o.o 22 60 8220 

東 北 肥 料 8.4l 51.9 34.0 46 438 0.016 0.0 

ヽ 7.0 17.7 31.5 26 134 0.010 0.0 

’ '1.0 30l 2'7.5 28 162 0.1105 0.0 

秋田市食肉センク― '1.2 238.0 11.0 420 638 

日 本 石 油 7.4 248 00. 7.2 5120 52100 0.024 I 0.0 

’ 7.7 12800. 8.6 3 680 29700 0.048 5.6 

秋田 石油化学 6.6 28.3 7.2 20 62 0.086 0.0 

東邦アセチ V ン 12.4 1.7 3.7 16 90 3 970 

国鉄土崎工場 9.2 49.6 35.0 6630 6 990 10900" 
，， 7.1 46.0 46.5 82 386 63.5 

，， 7.4 5 8.1 6.7 80 280 0.6 

ヽ 7.0 46.0 7.1 22 280 0.0 

秋田市営ガス 6.8 2.4 a7 2 116 0.1)15 2.6 

東 北 機 械 181.0 1 a1 32 542 2.2 

’ 284.0 5 7. 6 142 774, 6.0 

秋 田 金 属 8.0 2.8 3 9. 0 16 1 14 2.0 

’ 8.0 2 6 6. 14 6. 52 288 1.4 

本荘工場プリマハム 28400. 7.1 1130 27000 0.098 12 

秋田かまぽこ 8 5 5 (l(l 7 98 31600 0.()1 5 0.0 

亀 田 工 業 3 5 500. 1870 886 00 

秋木＾ードボード 4.7 70.8 274.0 5 78 16 90 1.275 8.2 

秋 木 製 鋼 6.2 88.6 5.3 76 8 98 0.0 

秋田マイクロ 6.4 67.3 24.0 

゜
50 0.0 

粂川クリーニング 6.4 60.2 36.0 42 284 2.8 

研光メ ツ キ 4.6 21300. l 25. 80 898 0.1)50 0.0 

+ 条 製 紙 6.7 8 5.4 33.2 6 -66 Oo 15 O.o 

，， 排水臨 4.0 532. 101. 816 4180 0.020 0.0 

， 暗キヨ 8.4! 461. 98.3 140 2840 0.015 0.0 

’ 酵母排 4.6 17 3 00. 5 35. 4200 33 300 0.9) 00 2.2 

日鉱船川製油所 5.9 174.0 4.4 104 560 8.6 

船川港貯木場 6.8 7 0.9 23.0 84, 2 (] (I 0.090 0.0 

小 玉 ムロ 名 6.6 42.5 10.5 6 132 o.o 

東京電化京田工場 7.7 42.5 14.1 154 438 

琴 浦 工 場 1 7.0 145.0 10.8 186 5641 
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秋田ヘルスセンクー 6.6 7 4.4, 7.0 72 2 60 ， ヽ

秋田市 U辰処理場 ?.2 18.8. 21.3 38 8 5 76 I 
秋田トヨク

7.4 46.0 102 90 384 多 量：
カーケアセンクー

合 計 件 数 84 39 37 

b 降下ばいじん

天王町から降下ばいじん（デポジットゲー

ジ）測定の依頼があり．昭和 44年 10月か

表 3 降下ばいじん測定成績

→一―

月別 1 0月

ぽ 点
分析疸日 E w 

降 水 量 7 7.0 11t111 104.0 ”" 
p H 6.1 5.8 

降下ばいじん総 量 3.02 5.5 7 

不 l 不溶解性物質 0.82 1.97 
溶
解 不溶解性灰分 0.58 1.17 

性 ク ール分 0.0 7 0.12 

貫 クール分外炭素分 0.15 0.6 8 

蒸発残留物 2.20 3.60 
溶

熱 灼 残 留物 1.23 1.97 

解性 ー熱灼減量 0.9 7 1.63 

硫酸．イオン 0.02 0.(l 2 
物

カルシウム．イオン 0.12 0.08 
質

クロール．イオン ! 1.03 I L.’I O 

注 測定点の印 EおよびWはそれぞれ天王

町本町に設置されているじん芥焼却炉

を中心とした東側．およひ~西側を示す。

39 39 16 31 ！ 

ら 12月までの成績は表 8に示すとおりであ

る。

単位：ton/Km~on

1 1月 1 2月‘ I 

E w E w I 

13 O.il mm 138.0 ””: 52.0 欝訊 6 7.0 叩n!

6.2 5.9 56 5.4 

3.69 4.07 3.18 4.13 

0.46 0.22 0.73 0.6'1 
-」

0.24 0.09 0.49 o.~4 

0.03 OJI l 0.114 0.113 

0.20 0.12 0.20 0.10 

3.23 3.85 245 3.46 

1.51 1.7 7 1.00 1.44! 

1.72 2.08 1.45 2.02; 

0.14, 0.38 0.10 013: 
i 

u..l.l u..L.L u.(19 
叫1.6Z0―I I I l.86 2.8 0 .l.15 

I 

その他の降下ばいじん．亜硫酸ガス測定につい

ては調査研究の部に掲げる。

以上船木忠ー技師記

(H) 衛生教育に関すること

1.母子衛生科

本県母子衛生向上の目的で．保健所．市町村．

団体等に資料の提供．講演会．講習会等を行なっ

た。

1) 全県母子保健研究会

「妊産婦の保健管理はどうあればよいか」

司会。

2) 秋田高校女子生徒座談会
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「女子と職業」

.3)花輪保健所業務研究会

「8オ児健診について」

4) 文部省委嘱上郷婦人学級学習会

「農村婦人の健康について」

5) 秋田県婦人会舘かたらい生活学校

「家庭の健康管理」

6) 八郎潟町親子体力づくり大会

「子供の体力づくりと正しい栄養のとり方」

7) 神岡町幼児教室

「幼児期の健康としつけ」

8) 大潟村移動健康教室

「母子保健について」

9)保母試験受験者講習会 (3回）

10)保健婦学院特別講義 (3回）

11) 座談会「明るい未来のために」

12)その他

当母子衛生科業務と極めて密接な関係のある組

織役員として．その運営，計画に協力した。

(1) 秋田県不幸な子供をうまない運動推進協議

会。

(2) 秋田県言語障害児健康教育推進協議会

(3) 秋田県小児保健会（第 5回）

(4) 秋田県医師会地城保健委員会

(5)社会福祉協議会社会調査委員会

(6)保母試験合格決定委員会

(7)秋田市産婦人科医に対し，Guthnie法説

明会

(8)血液型研修会開催（保健所検査技師）

講師 日赤血液センクー佐々木千代治技師

(9) 唾液による血液型判定講習会開催

講師

(1()) 広島における第 2回全国保健衛生大会にて

公衆衛生協会賞いただく。（伊藤玲子）

以上伊藤玲子科長記

2. 食品栄養科

本県食生活向上および栄養改善の目的で．保健

所．，市町村．各種団体．報道関係等に資料の提供

講演会，請習会．相談等を行なつた。

1) 秋田市大乎出張所

「貧血集団検査結果における今後の対策に

ついて」

2) 秋田県婦人会舘

「血液比重と健康およびたぺものについて」

8)秋田営林局

「栄養改善研修会—栄養学ー」

4) 秋田県立衛生看護学院．保健科

「食品学・栄養学」 8()時間

5) N HKテレピ

「農家の健康と栄養ー食生活の実態ー」

6) 秋田県婦人会舘

「栄養と健康づくり」

7) 五城目町・五城目町栄養改善推進委員会

「農繁期中の栄養．労働．疲労の関係につ

いて」

8)河辺町公民舘

「農繁期前における栄養と疲労について」

9)本荘保健所・中央プロツク栄養士業務研究

会

「貧血．低比重者に対する栄養指導につい

て

10) 秋田県婦人会舘

「美しくなるための食生活」

11) NH  Kラジオ

「家庭料理と保健薬」

12)河辺町公民舘

「農村の食生活の問題点」

13)本荘保健所．移動保側所（西目村）

「疲労と栄蓑相談」

14)秋田テレピ • 

「暮しと県政一年未．年始．たぺものの知識」

15) 「栄養指導の研究」隔月各保健所対象に発行

以上菊地亮也科長記
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天然資源開発利用会議 (UJNR)報告

児玉．栄一郎

1 9 6 8年の＾ワイ会議については前報で報告

ば ol9 6 9年は東京渋谷区の食品衛生センク

ーで開催された。 ・11月19日1日だけであった

が．それは主として Clo'str idium bo tul 

inumについてであり． Vibrio :parahae 

molyticueに関するものが 2題あつたことは

今後注目すべきことである。講演要旨もあるが．

此処では演題だけ掲げてなく。

:JOINT U.S.、-:JAPAN CO-OPERATION PROGRAM ON DEVELOPMENT AN 

AND UTILIZATION OF NATURAL RESO-

URCES (U:JNR) 

SCIENTIFIC SESSION The conference Rood,FOod Hygiene Center・, 

2-6-1 :r ingumae, Shi buya-ku, Tokyo, (403) 

2111, (1969) 

Wed.Nov.19 

9 : (l (l - 1 2 : (1 (l 

14:no - 17:oo 

1) COMPARISON OF AM図RICAN AND JAPANESE BOTU-

LIN AL HORSE AN TI Toxins FOR ANAPHYLAcTOGE-

NIC ACTIVITY (C.Lamanna, U.S.) 

IMMUNOCHEMICAL COMPARISON OF HORSE ANTI-

TOXINS PR坪 ARED BY TH四JAPANESE AND AM国R

ICA~ METHODS (Laurence L. Layton, Ronald 

0 1s o n. and L.R.Doyle. u. s.) 

2) PRODUCTION BOTULINUS ANTITOXIN TYPE E F-OR 

THERAPEUTIC USE (Hisashi Kondo,NIH) 

3) PRODUCTION OF ANTIBODIES TO EACH COMPONENT 

OF CLOSTRIDIUM BOTULINTJM TYPE E TOXIN 

(Ganji Sakaguchi and Sumiko Sakaguchi,NIH) 

4) STUDIES ON THE SERUM-THERAPY FOR TYPE E 

BOTULISM AND CONVERSION OF TDXIGEN ICI-TY 

IN CLOSTRIDIUM BOTULINUM BOTULINUM TYPE C 

(Ono,T.,Karashimada,T. and Hida, Hokkaido) 

5) AN OUTBREAK OF TYPE B BOTULISM IN MIYAZAKI 

PREFECT URE PROBABLY DUE TO GERMAN CAVIAR 

(Ganji Sakaguchi, NIH) 

6) RESEARCH ON CLOSTRIUM BOT LINUM TYPE E IN 

RELATION TO SMOKED FISHERY PRODUCTS (JOhn 

T.Graikowski. Michigan) 

7) EFFECT OF TYPE A BOTULINUM TOXIN ON ANIMALS 
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Thu. NOV, 2・0 

9 : 0() - 1 1 : 8 (l 

PRETREATED WITH WITH ANTicholinesterase 

(Eugene M,S四orn)

8) RECOMMENDATIONS FOR TOXIN NOMENCLATURE AS 

SUGGEST図D BY KNOWLEDG国 OF BOTULINAL TOXINS 

(Carl Lamanna and Ganji Sakaguchi) 

9) Vi brio Parahomolyicus {Morris Fishbein, 

Robert M.Twedt and J.C.Olson,Washington) 

lll) INCIDENCE AND ADMINISTRATIVE MEASURES OF 

VIBRIO PARAH四MOLYTICUS FOOD POISNING IN 

JAPAN {Mitsuo Kambayashi, Minister H.W.) 

11) PROGRESS MADE IN RELATION TO JOINT MYCO-

TOXIN PROJECTS DURING THE PAST YEAR (H. 

W. Sehr oeder) 

12) RECENT FINDINGS ON AFLATOXIN PRODUCING 

FUNGI IN JAPAN (H.Kurata) 

13) CURRENT U,S. RESEARCH ON THE OCCURRENCE 

0 F ASPERGILLUS FLAVUS IN COTTON (P. B. Marsh) 

14) FERMENTED FOODS AND AFLATOXIN IN JAPAN 

(S,Matsuura) 


